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町
幕
府
執
事
施
行
状
の
形
成
と
展
開
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－
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
て
l
l

亀

田

俊

口矛

｛
要
約
】
南
北
朝
初
期
室
町
幕
府
に
お
い
て
、
下
文
等
将
軍
発
給
文
書
の
後
に
出
さ
れ
た
執
事
施
行
状
は
、
内
乱
初
期
の
混
乱
し
た
社
会
情
勢
に
対
す
る

幕
府
の
対
策
と
し
て
出
現
し
た
考
え
ら
れ
る
。
守
護
に
孝
行
に
よ
る
下
文
の
実
現
を
命
じ
る
な
ど
、
下
文
に
は
存
在
し
な
い
重
要
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、

従
来
暗
黙
の
う
ち
に
了
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
単
な
る
下
文
の
添
え
物
で
は
な
い
。
初
期
に
は
、
下
文
拝
領
者
の
申
状
提
出
を
受
け
て
か
ち
発
給
の
可

否
を
決
定
す
る
方
式
（
申
請
式
）
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
申
状
な
し
で
自
動
的
に
発
給
す
る
方
式
（
自
動
式
）
が
現
れ
、
年
を
追
う
ご
と
に
自
動
式
の
割

合
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
発
給
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
執
事
施
行
状
の
発
給
は
原
則
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
観
応

三
（
一
三
五
二
）
年
九
月
に
制
定
さ
れ
た
室
町
幕
府
法
迫
加
法
第
六
〇
条
に
よ
っ
て
施
行
状
の
存
在
は
追
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
執
事
・
引
付
頭
人
・
将

軍
が
施
行
権
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
。
細
川
頼
画
期
に
執
事
の
手
に
帰
し
、
最
終
的
に
執
事
施
行
状
が
定
着
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
六
巻
三
号
　
二
〇
〇
三
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
南
北
朝
初
期
室
町
幕
府
の
所
務
に
関
す
る
組
織
・
制
度
に
つ
い
て
の
主
な
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
佐
藤
進
～
氏
が
根
本
的
な
枠
組
み
を

　
　
①

作
っ
た
。
そ
れ
は
、
観
応
の
擾
乱
以
前
の
室
町
幕
府
が
将
軍
足
利
尊
氏
と
弟
直
義
の
二
頭
政
治
で
あ
り
、
尊
氏
が
恩
賞
充
行
（
主
従
制
的
支
配

権
）
、
直
義
が
所
領
安
堵
と
所
務
相
論
の
裁
許
（
統
治
権
的
支
配
権
）
と
権
限
を
分
割
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
八
五
年
に
は
山
家
浩
樹
氏
が
、



室町幕府執事施行状の形成と展開（亀田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

引
付
方
の
管
轄
で
あ
る
所
務
沙
汰
を
中
心
に
検
討
し
、
将
軍
親
裁
機
関
の
確
立
過
程
を
追
っ
た
。
九
二
年
に
は
家
永
遵
嗣
氏
が
、
足
利
義
詮
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

代
の
申
次
を
中
心
に
検
討
し
た
。
家
永
氏
の
結
論
は
、
将
軍
が
提
訴
受
理
に
直
接
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
裁
権
を
強
化
し
た
と
要
約
さ
れ

よ
う
。
両
氏
と
も
に
、
直
義
・
義
詮
の
親
裁
権
強
化
の
観
点
か
ら
研
究
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
八
○
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

元
修
一
氏
が
直
義
管
下
の
幕
府
諸
機
関
に
精
密
な
検
討
を
加
え
た
。
氏
の
研
究
は
評
定
・
引
付
方
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
訴
訟
手
続
、
禅
律

方
、
訴
訟
受
理
機
関
で
あ
る
「
賦
」
、
庭
中
方
、
安
堵
方
、
朝
廷
と
幕
府
の
関
係
、
直
義
裁
許
状
の
再
検
討
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
重
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
成
果
は
、
禅
何
方
・
安
堵
方
の
基
礎
的
研
究
お
よ
び
、
直
義
が
自
ら
の
管
轄
で
あ
る
引
付
方
や
庭
中
方
を
介
し
て
間
接
的
に

せ
よ
尊
氏
の
恩
賞
充
行
に
関
与
し
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
は
直
義
・
義
詮
の
所
務
沙
汰
機
関
の
研
究
が
中
心
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
一
方
で
、
六
〇
～
七
〇
年
代
に
か
け
て
小
川
信
氏
が
古
文
書
を
網
羅
的
に
収
集
・
分
析
し
た
実
証
的
な
研
究
も
き
わ
め
て
重
要
な
成
果
で
あ

⑤る
。
氏
の
主
な
業
績
は
、
所
務
関
係
に
関
し
て
は
将
軍
・
執
事
（
管
領
）
の
権
限
と
そ
の
変
遷
を
解
明
し
た
こ
と
、
お
よ
び
引
付
方
の
衰
退
過

程
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
氏
の
成
果
を
存
分
に
取
り
入
れ
つ
つ
議
論
を
進
め
た
い
。

　
先
行
研
究
の
問
題
点
は
、
研
究
動
向
が
直
義
の
管
轄
す
る
所
務
沙
汰
に
集
中
し
、
恩
賞
制
度
に
つ
い
て
は
意
外
に
研
究
が
少
な
い
こ
と
で
あ

⑥る
。
こ
の
背
景
に
は
、
所
務
沙
汰
関
係
の
史
料
が
恩
賞
関
係
の
史
料
よ
り
も
は
る
か
に
豊
富
で
あ
る
上
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
先
学
が
直
義
・

義
詮
を
中
心
と
す
る
視
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
だ
が
、
尊
氏
の
掌
握
す
る
恩
賞
充
行
・
寄
進
権
も
直
義
の
権
限
に
劣
ら
ず
、
そ
れ
以
上
に
重
要
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
尊
氏

は
将
軍
、
す
な
わ
ち
室
町
幕
府
の
首
長
で
あ
り
、
直
義
以
上
の
地
位
を
占
め
、
幕
府
に
お
い
て
最
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
彼
の
行
使
し
た
恩
賞
充
行
権
は
、
将
軍
の
主
従
制
の
根
幹
を
な
す
権
限
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
当
該
期
の
よ
う
な
内
乱
期
に
お
い
て
は
、

幕
府
に
貢
献
し
た
武
士
や
寺
社
に
権
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
幕
府
に
対
す
る
支
持
を
継
続
さ
せ
、
幕
府
の
勢
力
を
拡
大
す
る
の

に
有
効
で
あ
る
た
め
、
初
期
室
町
幕
府
の
よ
う
な
発
足
し
た
ば
か
り
で
基
盤
が
不
安
定
で
あ
っ
た
政
権
に
と
っ
て
は
最
高
に
重
要
な
政
策
課
題
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で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
直
義
の
権
限
の
研
究
の
み
で
は
不
充
分
で
、
恩
賞
充
行
に
つ
い
て
も
史
料
的
制
約
を
克
服
し
て
研
究
を
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

化
さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
る
。
例
え
ば
、
幕
府
の
寺
社
本
所
勢
力
擁
護
的
性
格
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
妥
当
な
見
解
で
あ
る
が
、
尊
氏

が
恩
賞
充
行
を
広
範
に
行
っ
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
幕
府
に
そ
う
し
た
側
面
し
か
見
出
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
や
は
り
　
面
的
理
解
に
過

ぎ
な
い
感
が
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
将
軍
親
裁
権
強
化
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
も
、
む
し
ろ
尊
氏
・
義
詮
の
恩
賞
充
行
を
中
心
に
研
究
を
進

め
た
方
が
、
さ
ら
に
実
り
あ
る
成
果
を
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

　
本
稿
で
は
、
恩
賞
制
度
解
明
の
手
始
め
と
し
て
、
ま
ず
は
執
事
施
行
状
、
そ
の
中
で
も
特
に
下
文
施
行
状
、
す
な
わ
ち
将
軍
が
発
給
す
る
恩

賞
充
行
下
文
や
寄
進
状
が
出
さ
れ
た
後
、
執
事
が
改
め
て
守
護
等
に
遵
行
、
つ
ま
り
下
文
・
寄
進
状
の
実
現
を
命
じ
る
文
書
に
着
目
す
る
。
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

北
朝
期
か
ら
執
事
施
行
状
が
出
現
す
る
現
象
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
下
文
発
給
後
、
執
事
施
行
状
を
介
さ
ず

に
守
護
が
直
ち
に
遵
行
を
行
っ
た
と
し
て
も
論
理
的
に
は
ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
う
し
た
実
例
も
わ
ず
か
な
が
ら
確

認
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
多
く
の
場
合
、
執
事
施
行
状
を
わ
ざ
わ
ざ
発
給
す
る
と
い
う
煩
雑
な
手
続
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ほ
か
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

考
察
す
る
べ
き
問
題
は
多
々
あ
る
が
、
従
来
執
事
施
行
状
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
執
事
施
行
状
の
分
析

を
通
じ
て
、
恩
賞
充
行
を
貫
徹
し
て
内
乱
に
勝
利
し
、
政
権
基
盤
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
室
町
幕
府
の
政
策
の
一
端
が
解
明
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
①
佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
開
創
期
の
官
制
体
系
」
（
周
冒
本
中
世
史
論
集
麟
岩
　

④
岩
元
修
一
「
開
創
期
の
室
町
幕
府
政
治
史
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
明
古
文
書
研

　
油
孜
書
店
、
　
～
九
九
〇
年
・
、
初
山
山
｝
九
日
ハ
○
拍
ヰ
）
、
　
雷
門
虫
繍
町
幕
府
弘
醐
」
（
同
、
初
出
［

　
一
九
六
三
和
†
）
。

②
山
家
浩
樹
「
室
町
幕
府
訴
訟
機
関
の
将
軍
親
裁
縮
刷
（
噸
史
学
雑
誌
撫
九
四
－
一

　
二
、
一
九
八
五
年
）
。

③
家
永
遵
嗣
「
足
利
義
詮
に
お
け
る
将
軍
親
裁
の
基
盤
一
「
賦
」
の
撹
い
手
を

　
中
心
に
…
一
」
（
同
魍
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
輪
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究

　
叢
書
1
、
一
九
九
五
年
、
初
出
～
九
九
二
年
）
。

慰
撫
二
〇
、
一
九
八
三
年
）
、
同
「
室
町
幕
府
禅
律
方
に
つ
い
て
偏
（
州
添
昭
二
先

生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
中
世
史
論
孜
』
文
献
出
版
、
一
九
八
七
年
）
、
同
「
初

期
室
町
幕
府
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
」
（
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
編
四
古
代
中
世

史
論
集
幅
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
、
同
「
南
北
朝
前
期
室
町
幕
府
の
安
堵

に
つ
い
て
」
（
『
九
州
史
学
』
九
五
、
一
九
八
九
年
）
、
同
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府

の
政
務
機
構
」
（
騨
九
州
史
学
輪
～
〇
九
、
一
九
九
四
年
）
、
同
「
足
利
直
義
裁
許

状
の
再
検
討
（
一
）
（
二
）
」
（
『
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
隔
西
○
、
一
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九
九
四
年
）
、
同
「
初
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
庭
中
と
恩
賞
充
行
に
つ
い
て
」

　
（
『
日
本
歴
史
触
五
五
六
、
～
九
九
四
年
）
、
同
門
南
北
朝
期
室
町
幕
府
の
訴
状
受

　
理
に
つ
い
て
偏
（
『
九
州
史
学
』
　
一
｝
八
・
一
一
九
、
　
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

⑤
小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
年
）
。

⑥
管
見
に
入
っ
た
論
考
を
挙
げ
る
と
、
漆
原
徹
㎎
中
世
軍
甲
状
と
そ
の
世
界
隔

　
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
、
註
②
所
掲
山
家
論
文
、
註
④
所
掲
岩
元
「
裁

　
許
状
の
再
検
討
扁
、
同
「
庭
中
と
恩
賞
充
行
扁
、
田
代
誠
「
軍
陣
御
下
文
に
つ
い

　
て
縣
（
噸
国
史
談
話
会
雑
誌
騙
二
八
、
一
九
八
七
年
）
。

⑦
例
え
ば
、
羽
下
徳
彦
「
足
利
直
義
の
立
場
1
そ
の
二
、
裁
許
状
を
通
じ
て

　
一
」
（
『
史
論
臨
二
六
・
二
七
、
　
九
七
王
年
）
。

⑧
佐
藤
進
一
「
中
世
史
料
論
」
（
集
註
①
所
掲
著
書
、
初
出
【
九
七
六
年
）
三
〇

　
四
ペ
ー
ジ
、
漆
原
徹
　
　
「
守
護
挙
状
の
機
能
と
特
徴
」
（
岡
註
⑥
所
掲
著
書
、
初

　
出
一
九
九
七
年
）
八
六
～
八
七
ペ
ー
ジ
。

⑨
例
え
ば
、
松
井
輝
昭
氏
は
鎌
倉
末
期
以
降
に
下
文
等
幕
府
裁
決
文
書
に
施
行
状

　
が
っ
く
理
由
と
し
て
、
押
領
・
違
乱
が
各
地
で
恒
常
化
す
る
と
い
っ
た
当
時
の
社

　
会
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
て
い
る
（
同
「
「
国
上
使
」
・
「
国
使
節
」

　
に
つ
い
て
の
覚
書
」
（
『
広
島
県
史
研
究
』
五
、
～
九
八
○
年
）
一
＝
～
一
　
ニ
ペ
ー

　
ジ
）
。
こ
の
指
摘
自
体
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
松
井
氏
は
こ
う
述
べ
な
が

　
ら
執
事
施
行
状
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
な
ど
、
従
来
の
研
究
は
不
充
分
な
考
察

　
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

第
一
章
　
執
事
施
行
状
の
独
自
性

室町幕府執事施行状の形成と展開（亀田）

ま
ず
は
執
事
施
行
状
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

〔
史
料
一
〕
（
表
1
・
2
9
）

糎
彊
三
郎
入
舞
曇
璽
周
防
国
岩
覆
地
羅
灘
蹴
近
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
師
直
）

　
　
　
　
暦
応
三
年
三
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
（
長
弘
）

　
　
　
　
　
大
内
豊
前
権
守
殿

〔
史
料
二
〕
（
表
1
・
1
7
）

筑
前
国
難
崖
驚
霧
雲
被
婁
莫
友
孫
太
郎
二
軍
輿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
師
痘
）

　
　
　
　
建
武
五
隔
牛
正
月
晶
ハ
阿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
権
燭
寸
（
弾
化
押
）

　
　
　
　
　
（
少
弐
頼
尚
）

　
　
　
　
　
大
宰
少
弐
殿

任
コ
御
下
文
↓
不
日
可
レ
被
一
沙
汰
付
｝
之
状
、
依
レ
仰
執
達
如
レ
件
、

拝
任
一
一
御
下
文
袖
可
レ
被
レ
沙
コ
汰
－
付
代
官
…
之
状
、
依
レ
仰
執
達
如
レ
件
、
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周
知
の
ご
と
く
当
該
期
に
は
、
引
付
頭
人
奉
書
に
代
表
さ
れ
る
数
多
く
の
所
務
遵
行
命
令
が
存
在
し
た
。
〔
史
料
一
〕
・
〔
史
料
二
〕
は
所
務

遵
行
命
令
の
中
で
も
、
将
軍
の
充
行
下
文
・
寄
進
状
の
旨
に
任
せ
て
恩
賞
地
・
寄
進
地
を
下
文
・
寄
進
状
拝
領
者
に
沙
汰
付
す
る
よ
う
に
、
守

護
・
探
題
・
使
節
と
い
っ
た
第
三
者
に
将
軍
の
命
を
奉
じ
て
伝
達
す
る
内
容
の
文
書
で
あ
る
。
寄
進
状
の
施
行
状
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
文
書

を
「
下
文
施
行
状
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
下
文
施
行
状
は
、
こ
の
よ
う
な
簡
潔
に
定
型
化
し
た
文
言
を
有
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
の

だ
が
、
中
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
文
言
が
固
定
し
て
い
な
い
も
の
も
存
在
し
、
こ
れ
を
ほ
か
の
遵
行
命
令
か
ら
区
別
す
る
の
は
実
は
意
外
に
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
い
の
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
上
島
有
態
の
定
義
に
従
っ
て
「
任
瓢
御
下
文
」
・
「
任
聖
楽
寄
進
状
こ
文
番
を
持
つ
も
の
に
ま
ず
限
定
す
る
。

な
お
、
守
護
・
使
節
に
よ
る
定
器
の
沙
汰
付
命
令
は
遵
行
状
と
見
な
し
、
下
文
施
行
状
の
範
疇
に
は
入
れ
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

　
下
文
施
行
状
は
執
事
が
発
給
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
、
下
文
施
行
状
の
大
部
分
は
執
事
施
行
状
で
、
右
例
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
奉
書
形
式
で
あ
る
。
た
だ
、
執
事
は
下
文
・
寄
進
状
以
外
に
も
御
判
御
教
書
・
御
内
書
・
事
書
な
ど
を
施
行
す
る
こ
と
も
あ
り
、
当
然
こ
れ

ら
の
文
書
も
執
事
施
行
状
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
執
事
だ
け
で
は
な
く
引
付
頭
人
な
ど
も
、
下
文
施
行
状
を
含
む
こ
れ
ら
各
種
の
施

行
状
を
ま
っ
た
く
同
形
式
で
発
給
す
る
場
合
が
あ
り
、
将
軍
も
時
に
御
内
書
や
御
判
御
教
書
形
式
で
施
行
状
を
発
給
し
た
事
実
に
は
注
意
し
な

　
　
　
　
　
　
②

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
論
旨
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
一
・
二
章
で
は
原
則
と
し
て
執
事
の
発
給
す
る
下
文
施
行
状
に
限
定
し
て
論
じ

る
こ
と
に
す
る
。
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
執
事
施
行
状
、
あ
る
い
は
単
に
施
行
状
と
呼
ぶ
と
き
は
こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
執
事
の
施
行
状

を
指
す
。
下
文
以
外
の
文
書
を
施
行
す
る
執
事
施
行
状
や
、
執
事
以
外
の
人
物
が
発
給
す
る
施
行
状
に
つ
い
て
は
、
三
章
に
お
い
て
瞥
見
す
る

こ
と
と
す
る
。

　
表
1
は
尊
氏
、
表
2
は
直
義
、
表
3
は
義
詮
、
表
4
は
義
満
の
、
そ
れ
ぞ
れ
管
見
に
入
っ
た
下
文
施
行
状
の
一
覧
表
で
あ
る
。
表
5
は
、
下

文
が
現
存
し
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
発
給
者
を
比
定
で
き
な
か
っ
た
下
文
の
施
行
状
の
表
で
あ
る
。
収
録
に
あ
た
っ
て
は
右
の
定
義
に
従
い
、

執
事
以
外
の
人
物
が
発
給
し
た
下
文
施
行
状
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
適
時
こ
れ
ら
の
表
を
用
い
て
論
証
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
、
執
事
施
行
状
は
単
に
下
文
を
取
り
次
ぐ
だ
け
の
伝
達
文
書
の
～
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
諸
先
学
は
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表
1　
尊
氏
下
文
施
行
状
表

番
号
発
給
年
月
日
状
態

差
出

宛
所

所
領
名

拝
領
者

書
式
下
文
発
給
年
月
日

備
考

出
典

1
建
武
2
．
1
1．
5
写
武
蔵
権
守
（
執
・

nt
直
）

守
護
所

遠
江
国
西
郷
庄
富
樫
介
高
家

⑧
建
武
2．
9，
27

四
天
王
寺
所
蔵
如

ﾓ宝
珠
御
修
法
日

L裏
文
害

2
建
武
3．
4
，
1

写
武
蔵
権
守
（
執
・

nt直
）

日
向
國
守
護
代
日
向
国
新
納
院
地

ｪ職
嶋
津
下
野
四
郎
時

v
⑱
建
武
2．
12．
11

薩
藩
旧
記
一
八
所

罇
V納
文
雷

3
建
武
3．
畦
．
19
正
武
蔵
権
守
（
執
・

nt直
）

　
（
マ
・
）

咩
倦
蝌
Y入
道
殿
長
門
国
津
布
田
別

?地
頭
職

長
門
国
一
宮
太
宮

i貞
近
井
供
僧
神

ｯ等

⑮
建
武
3．
4，
16

長
府
毛
利
家
所
蔵

ｶ書

4
建
武
3
．
9
．
3
案
武
蔵
権
守
（
執
・

nt直
）

土
岐
伯
書
入
道
殿
美
乃
国
i」
」
口
茶
他
佐
竹
次
郎
三
郎
義
⑭
建
武
3．
6．
11

「
申
」
脱

古
簡
雑
纂
〈
佐
竹

�
ﾝ本
〉

5
建
武
3．
1
0．
1
5
写
武
蔵
権
守
（
執
・

n
t直
）

少
輔
四
郎
入
道
殿
駿
河
国
沼
津
郷
曽
我
奥
太
郎
時
助
⑧
建
武
3．
2．
8

和
簡
礼
経
〈
上
〉

6
建
武
3．
1
0．
2
7
正
武
蔵
権
守
（
執
・

n
t直
）

中
条
判
官
殿

尾
張
国
門
真
荘
内

蛹
歯
]村
極
楽
寺
禅
林
寺
新
熊
野
別

桝
蝠
繿
m都
良
海
⑧
建
武
3．
7．
18
B

若
王
子
神
社
文
書

7
建
武
4
．
3．
2
6
案
武
蔵
権
守
（
執
・

､
師
直
）

少
輔
四
郎
入
道
殿
陸
奥
国
雅
楽
庄
地

ｪ職
佐
竹
上
総
入
道
々

ｹ
○
同
日

常
陸
密
蔵
院
蔵
古

ｶ書

8
建
武
4
．
3
．
2
7
正
武
蔵
権
守
（
執
・

n
t直
）

大
友
孫
太
郎
殿
豊
後
国
八
坂
下
庄
多
原
豊
前
蔵
人
三

Y入
道
正
曇

⑱
建
武
3．
4．
2

豊
後
武
内
淳
所
蔵

ｶ書

9
建
武
4
．
4．
1
案
武
蔵
権
守
（
執
・

n
t直
）

畠
山
左
近
大
夫
将

ﾄ殿
和
泉
国
信
達
庄
紀
伊
國
伝
法
院
○
建
武
4．
3．
29

山
城
報
恩
院
文
書

10
建
武
4
．
5
．
1
8
正
武
蔵
権
守
（
執
・

n
t直
）

富
樫
介
殿

加
賀
国
笠
野
南
方

n頭
職

田
村
能
登
左
近
大

v教
俊

○
？

保
阪
潤
治
氏
所
蔵

ｶ書

1
1
建
武
4．
7
．
13
案
輪
蔵
権
守
（
執
・

､
師
直
）

宮
内
少
輔
太
郎
入

ｹ殿
肥
前
国
三
狼
西
郷

n頭
職

渋
谷
河
内
入
道
門

^
⑭
建
武
3．
4，
2

薩
藩
岡
元
文
書

（
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12
建
武
を
8．
7
案
武
蔵
権
守
（
執
・
嶋
津
上
総
入
道
殿
入
田
兵
庫
助
入
道
大
友
出
羽
蔵
人
入
爾
？

B・
C

肥
後
志
賀
文
書

高
師
直
）

士
寂
・
同
出
羽
次
道
正
全

郎
跡

13
建
武
4
，
9．
2
6
案
武
蔵
権
守
（
執
・
畠
山
左
近
大
夫
将
紀
伊
国
岡
崎
庄
下
栗
栖
犬
楠
丸

○
同
日

墨
家
文
書

高
師
直
）

監
殿

罰
職
半
分

1婆
建
武
4
．
1
1
．
2
5
写
武
蔵
権
守
（
執
・
畠
山
左
近
大
夫
将
紀
伊
国
三
上
庄
内
粉
河
寺

○
？

南
狩
遺
文

高
師
直
）

監
殿

地
頭
職

15
建
武
5
．
1
．
6
正
武
蔵
権
守
（
執
・
大
宰
少
弐
殿

筑
前
国
恰
土
庄
大
友
孫
太
郎
氏
泰
○
建
武
4．
12．
28

筑
後
大
友
文
書

高
師
直
）

1
6
建
武
5．
1
．
29
案
武
蔵
権
守
（
執
・
飯
尾
彦
六
左
衛
門
山
城
国
久
世
謡
講
東
寺
八
幡
宮

○
建
武
3．
7，
1

東
寺
百
合
文
書
み

高
師
直
）

入
道
殿

下
地
頭
職

函
二
九
一
一
一
三

1
7
建
武
5．
2
．
5
案
武
蔵
権
守
（
執
・
朝
山
出
雲
次
郎
左
備
後
国
信
敷
東
方
山
内
彦
三
郎
通
時
⑱
建
武
5．
2．
3

長
門
山
内
首
藤
家

高
師
直
）

衛
門
尉
殿

等
地
頭
職

井
一
族
等

文
書

18
建
武
5
．
2
．
6
正
武
蔵
権
守
（
執
・
山
名
伊
豆
前
司
殿
伯
書
風
稲
光
保
地
瀬
々
伯
部
次
郎
左
⑲
建
武
4．
10．
19
A・
花
押
消
滅
早
稲
田
大
学
所
蔵

高
師
直
）

頭
職

衛
門
尉
脚
光

開
園
社
文
書

19
建
武
5
．
閏
7
．
10
正
武
蔵
守
（
執
・
高
細
田
三
位
阿
闇
梨
紀
伊
国
保
田
番
地
貴
志
二
郎
左
衛
門
○
？

紀
伊
御
前
文
書

師
直
）

御
房

頭
職

入
道
浄
宗

20
建
武
5．
8
．
25
正
武
蔵
守
（
執
・
高
右
馬
頭
殿

越
前
国
宮
成
保
等
園
城
寺

⑧
？

A・
B

近
江
園
城
寺
文
轡

師
直
）

地
頭
職

2！
暦
応
1
．
9
，
1
6
案
武
蔵
守
（
執
・
高
赤
松
入
道
殿

播
磨
国
印
南
庄
地
八
坂
法
観
寺

㊥
同
日

山
城
法
観
寺
文
書

師
直
）

頭
職

22
暦
応
L
9．
1
6
正
武
蔵
守
（
執
・
高
上
申
民
部
大
輔
殿
上
野
国
新
田
庄
内
長
楽
寺

○
建
武
5．
9．
6

上
野
長
楽
寺
文
書

師
i藍
）

平
塚
郷
地
頭
職

23
暦
応
2．
6
，
II
正
武
蔵
守
（
執
・
高
小
笠
原
信
濃
守
殿
信
濃
国
劇
方
郡
上
諏
方
大
進
蕩
円
忠
⑱
？

唐
津
市
小
笠
原
記

師
直
）

内
大
聖
御
牧
他

念
館
所
蔵
文
書

24
暦
応
2．
7
．
10
案
武
蔵
守
（
執
・
高
佐
々
木
隠
岐
太
夫
出
雲
国
風
新
庄
地
禅
林
寺
聖
寿
来
避
㊥
暦
応
2．
6．
28

山
城
二
尊
院
文
書

立
直
）

判
宮
殿

頭
職

院

（
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25
暦
応
2．
7
．
13
案
武
蔵
守
（
執
・
高
畠
山
左
近
大
夫
将
紀
伊
国
長
尾
郷
地
蔵
院
僧
正
坊
⑭
暦
応
2．
6。
28
文
中
「
任
（
中
略
）
森
田
清
太
郎
氏
所

師
直
）

監
殿

御
教
書
」
と
あ
る
蔵
文
書

26
暦
応
2．
8
．
28
正
武
蔵
守
（
執
・
高
杉
田
備
前
権
守
殿
備
前
国
居
都
庄
地
寺
岡
五
郎
兵
衛
入
爾
暦
応
2．
8．
26

山
城
大
徳
寺
文
書

師
直
）

頭
職

道
経
略

27
暦
応
3
．
3
．
4
正
武
蔵
守
（
執
・
高
大
内
豊
前
権
守
殿
周
防
国
岩
田
保
地
豊
前
蔵
人
三
郎
入
爾
同
日

豊
後
三
浦
文
書

師
直
）

頭
職

道
正
曇

28
暦
応
3
．
3
．
6
正
武
蔵
守
（
執
・
高
吉
見
大
蔵
大
輔
殿
能
登
国
若
部
保
地
永
光
寺

○
同
日

永
光
寺
文
轡

師
直
）

頭
職

29
暦
応
3
．
8
．
工
2
案
武
蔵
守
（
執
・
高
佐
々
木
佐
渡
大
夫
近
江
国
三
山
郷
内
諏
方
大
進
円
円
忠
⑲
同
日

山
城
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3
，
9
，
2
正
（
将
軍
尊
氏
）

武
田
式
部
大
夫
殿
常
陸
国
行
方
郡
倉

ﾍ郷
他

下
河
辺
左
衛
門
蔵

l行
景

㊥
観
癒
3．
8．
15
b

鹿
島
社
文
害

78
文
和
1
．
1
0
．
3
正
沙
弥
（
引
・
？
）
岩
松
禅
師
御
間
備
後
国
高
渚
社
地

ｪ職
三
吉
又
五
郎
秀
盛
○
観
応
2．
2．
15

長
門
高
洲
家
文
書

79
文
和
1．
1
0．
3
正
沙
弥
（
引
・
宇
都

{蓮
智
）

岩
松
禅
師
御
房
備
後
国
泉
村
地
頭

E
三
吉
少
納
書
坊
覚

ﾙ
O
観
応
2．
2．
15

備
後
鼓
文
書

8
0
文
和
1
，
1
0
．
1
3
正
沙
弥
（
引
・
高
重

ﾎ？
）

右
京
権
大
夫
殿
大
隅
国
寄
郡
地
頭

E
嶋
津
上
総
入
道
々

ﾓ
○
観
応
2．
8．
15

薩
摩
島
津
：
家
文
害

81
観
応
3（
文
和
1）

D1
0
．
1
5

正
（
将
軍
尊
氏
）

千
葉
凹
凹

上
総
国
北
山
辺
郡

燉
R井
郷

浄
光
明
寺

⑭
同
日

b・
B

浄
光
明
寺
文
書

8
2
文
和
1
．
1
0
．
2
6
正
沙
弥
（
引
・
高
重

ﾎ？
）

右
京
権
大
夫
殿
肥
前
国
松
浦
回
内

蝟
ｩ村
地
頭
職

嶋
津
：
上
総
三
郎
師

v
○
観
応
2．
U．
2

薩
摩
島
津
家
文
書

83
文
和
1
．
1
1
．
2
4
案
沙
弥
（
引
・
？
）
大
友
刑
部
大
輔
殿
豊
後
国
々
東
郷
田
原
豊
前
守
貞
広
○
観
応
2．
1．
29

豊
後
入
江
家
蔵
田

ｴ文
書

84
文
和
Lユ
2．
20
案
（
将
軍
尊
氏
）

千
葉
闇
闇

上
総
国
武
射
郡
内

ｬ松
村

円
頓
宝
戒
寺

⑪
観
応
3．
7．
4
b・
B

宝
山
山
文
書

85
文
和
1
．
12
．
20
写
散
位
（
執
・
仁
木

鰹
ﾍ）

仁
木
修
理
亮
殿
武
蔵
国
別
府
郷
東

茁
ｬ応
分

別
府
尾
張
守
幸
実
○
観
応
3．
7．
2

駿
河
四
国

86
文
和
1
．
12
．
27
案
（
義
詮
）

佐
々
木
千
手
殿
近
江
国
赤
野
井
村

O宅
十
二
里

臨
川
寺
三
会
院
○
観
応
2．
U．
3
b

山
城
臨
川
寺
重
書

ﾄ：
文

87
文
和
2
．
4
．
1
3
正
散
位
（
執
・
仁
木

鰹
ﾍ）

長
沼
淡
路
守
殿
陸
奥
国
信
夫
庄
余

白
n頭
職

結
城
弾
正
少
弼
顕

ｩ
⑱
文
和
2，
4，
10
B

長
沼
文
書

（
①｡。う）

◎
っ

ﾌ



88
文
和
2
．
7
．
2
写
修
理
大
夫
（
関

ｷ
・
畠
山
国
清
）
河
越
弾
正
少
弼
殿
相
模
国
戸
田
郷
内
鶴
岡
八
幡
宮
両
界

汨
m信
濃
法
印
重

ﾙ

⑳
観
応
3．
4．
23
差
出
花
押
脱

鶴
岡
等
覚
椙
承
両

@蔵
文
書

89
文
和
2
．
1
2，
2
5
正
左
京
大
夫
（
執
・

m
木
頼
章
）

一
色
右
京
権
大
夫

a
筑
前
国
宗
像
社
本

ﾆ米
当
社
（
宗
像
社
）
大

{司
氏
正

○
同
日

筑
前
宗
像
神
社
所

?文
書

9Q
文
和
3
．
2
．
6
案
左
京
大
夫
（
執
・

m
木
頼
章
）

佐
々
木
千
手
殿
近
江
国
石
田
郷
上

荢
ｼ分
地
頭
職
臨
川
寺
三
会
院
○
同
日

山
城
臨
川
寺
重
書

ﾄ文

9
1
文
和
3
．
2
．
ユ
2
正
左
京
大
夫
（
執
・

m
木
頼
章
）

右
京
権
大
夫
殿
筑
前
国
遠
賀
庄
他
大
友
刑
部
大
輔
氏
○
観
応
2，
IL2

正
平
6．
ユ
2．
19付

`詮
下
文
の
施
行

煬
唐
ﾋる

筑
後
大
友
文
書

92
文
和
3．
2
．
16
正
左
京
大
夫
（
執
・

m
木
頼
章
）

赤
松
律
師
御
房
播
磨
国
国
揖
保
内
小
串
五
郎
左
衛
門

ﾑ光
行

⑪
文
和
3．
2．
ユ
2

前
田
家
所
蔵
文
書

93
文
和
3．
5
．
25
正
左
京
大
夫
（
執
・

m
木
頼
章
）

土
岐
大
膳
大
夫
殿
尾
張
国
狩
漁
庄
内

R脇
尾
張
国
木
賀
崎
長

齊

㊥
同
日

尾
張
長
母
寺
文
書

94
文
和
3
，
9，
2
案
左
京
大
夫
（
執
・

m
木
頼
章
）

信
濃
次
郎
左
衛
門

@殿
摂
津
国
垂
水
庄
下

i職
芥
河
垂
水
四
郎
五

Y貞
継

⑧
同
日

東
寺
百
合
文
書
京

沽
Z七
一
三

95
文
和
3．
9
．
12
案
（
将
軍
尊
氏
）

守
護
代

紀
伊
国
地
頭
御
家

l等
恩
賞
地

紀
伊
国
地
頭
御
家

l等
○
場
合
に
よ
る
b・
「
任
面
々
御

ｺ文
」

南
狩
遺
文

96
貞
治
3
．
4
．
1
6
正
（
鎌
倉
公
方
基
氏
）
伊
予
守
殿

上
総
国
北
山
辺
郡

宙
芻
蒼

浄
光
明
寺

㊥
観
応
3（
文
和

I）
．
ユ
0．
15
b・
A・
B

浄
光
明
寺
文
書

97
貞
治
5
．
9
．
2
9
写
（
鎌
倉
公
方
基
氏
）
丸
豊
前
守
殿

安
房
国
安
西
八
幡

{領
他

鶴
岡
八
幡
宮
神
主

R城
守
時
国

⑳
観
応
3。
9．
15
b・
B

鶴
岡
神
主
家
伝
文

98
永
和
1
．
9．
2
2
正
武
蔵
山
（
執
・
細

?頼
之
）

赤
松
蔵
入
左
近
将

ﾄ殿
播
磨
国
布
施
郷
公

ｶ職
嶋
津
周
防
五
郎
左

q門
尉
範
患

爾
貞
和
2．
6．
21

文
化
庁
所
蔵
島
津

ｶ書

99
永
和
1
．
9．
2
2
正
武
蔵
守
（
執
・
細

?頼
之
）

赤
松
蔵
人
左
近
将

ﾄ殿
播
磨
国
布
施
郷
地

ｪ職
嶋
津
周
防
五
郎
左

q門
尉
範
忠

⑲
貞
和
5．
7．
2

文
化
庁
所
蔵
島
津

ｶ書

100
永
和
L9．
22
正
武
蔵
山
（
執
・
細

?頼
之
）

赤
松
蔵
人
左
近
将

ﾄ殿
播
磨
国
布
施
郷
下

i職
嶋
津
周
防
五
郎
左

q門
尉
範
忠

⑧
観
応
2．
L24

文
化
庁
所
蔵
島
津
：

ｶ書

101
康
暦
1
．
5．
2
8
案
（
将
軍
義
満
）

左
衛
門
佐
殿

越
中
国
白
谷
庄
石
清
水
八
幡
宮
⑪
建
武
5．
6．
7
b・
B

加
能
越
吉
文
叢

（
O

ｼ）ぐゆ
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表
2　
直
義
下
文
施
行
状
表

番
号
発
給
年
月
日
状
態

差
出

宛
所

所
領
名

拝
領
者

書
式
下
文
発
給
年
月
日

備
考

出
典

1
建
武
4．
5
．
28
正
沙
弥
（
鎮
管
・
一

F範
氏
）

守
護
代

筑
後
国
八
院
村
地

ｪ職
松
浦
［
鼓
代
弥
三
郎

O
⑳
建
武
4．
4．
3
安
堵
下
文
の
施

s・
断
状
形
式
肥
前
山
代
文
書

2
建
武
4．
5
．
28
正
沙
弥
（
鋼
管
・
一

F
範
氏
）

守
護
代

肥
前
国
宇
野
御
厨
松
浦
山
代
弥
三
郎

O
⑲
建
武
4．
4．
3
安
堵
下
文
の
施

s・
直
状
形
式
肥
前
山
代
文
書

3
建
武
4．
9
，
26
正
武
蔵
権
守
（
執
・

nt
直
）

大
友
孫
太
郎
殿
豊
後
国
種
田
庄
霊

R寺
執
行
爆
圧
種
田
大
輔
房
有
快
⑱
建
武
4．
9．
23
還
補
下
文
の
施

s・
B・
C

広
島
大
学
文
学
部

椛
?文
書

4
建
武
4
．
1
0，
2
正
武
蔵
権
守
（
執
・

nt直
）

仁
木
伊
賀
守
殿
丹
波
国
小
野
庄
壱

羽
n頭
職

俣
野
中
務
大
夫
入

ｹ明
一

⑲
建
武
4．
9．
27
還
補
下
文
の
施

s・
直
義
下
文
の

{行
と
推
定

尊
経
閣
文
庫
所
蔵

ｶ晋

5
暦
応
2
．
6
．
2
3
案
沙
弥
（
引
・
？
）
英
比
左
衛
門
次
郎

a
相
模
国
白
根
郷
内

z方
給
他

浄
光
明
寺

⑧
暦
応
2，
6．
21
安
堵
下
文
の
施

s・
B

浄
光
明
寺
文
書

6
貞
和
2
．
4．
2
3
案
武
蔵
守
（
執
・
高

t直
）

陸
奥
守
殿

河
内
国
岸
和
醗
庄
高
野
山
金
岡
三
昧

@
○
同
日

紀
伊
高
野
山
文
書

7
貞
和
4
．
1
0
．
8
正
伊
豆
守
（
内
・
上

剌
d
唱
）

宮
内
少
輔
殿

肥
後
国
六
ヶ
庄
内

ｬ山
村
地
頭
職
菊
池
越
前
権
守
武

@
㊥
貞
和
4．
9．
17
「
参
御
方
」
下
文

ﾌ施
行

豊
後
詫
摩
文
書

表
3　
義
詮
下
文
施
行
状
表

番
号
発
給
年
月
日
状
態

差
出

宛
所

所
領
名

拝
領
者

書
式
下
文
発
給
年
月
日

備
考

出
典

1
観
応
3
．
9
．
2
4
正
沙
弥
（
引
・
高
階

ﾎ？
）

佐
々
木
千
手
殿
近
江
国
麻
生
庄
公

ｶ職
臥
煙
中
務
丞
三
聖
○
観
応
3．
7．
20

出
雲
蒲
生
文
書

2
観
応
3
．
9
．
2
5
案
沙
弥
（
引
・
？
）
大
内
民
部
大
夫
殿
周
防
国
伊
賀
隣
郷

n頭
職

東
福
寺

○
正
平
6．
12．
23

山
城
東
福
寺
文
書

3
文
和
1
．
1
0
．
7
正
沙
弥
（
引
・
高
重

ﾎ？
）

庄
駿
河
権
守
殿
備
中
国
河
辺
郷
内

?分
地
頭
職

雅
楽
太
郎
左
衛
門

ﾑ以
秀

○
観
応
3．
9．
22

長
府
毛
利
家
所
蔵

ｶ書

（お。う）協



4
文
和
1．
I
Q．
7
写
沙
弥
（
引
・
高
重
赤
松
信
濃
次
郎
左
摂
津
国
多
田
荘
地
多
田
院
御
家
入
等
○
文
秘
．
10．
4
文
中
「
山
山
三
騒
能
勢
弘
氏
所
蔵
文

茂
？
）

衛
門
尉
殿

頭
職

御
下
文
之
旨
」
と
書

あ
る
・
平
尾
家
文

書
に
本
文
書
案
あ

5
文
和
1
．
10
，
13
写
沙
弥
（
引
・
鰻
重
闇
闇
沼
下
野
守
殿
安
芸
国
都
字
庄
地
小
早
河
出
雲
四
郎
○
観
応
3．
9．
22
市
河
兵
庫
助
宛
同
長
門
小
早
川
家
訓

茂
？
）

頭
職

左
衛
門
二
重
景

日
施
行
状
写
あ
り
文

6
文
和
1，
！
0
．
13
正
沙
弥
（
引
・
高
配
細
川
右
脚
助
殿
阿
波
国
牛
牧
庄
地
安
宅
備
後
権
守
頼
○
正
平
6．
12。
3

紀
伊
安
宅
文
書

茂
？
）

頭
職

藤

7
文
和
1
．
1
0
．
1
8
正
沙
弥
（
引
・
二
階
越
後
刑
部
丞
殿
河
内
国
田
井
庄
地
石
清
水
八
幡
宮
○
観
応
3．
5．
2

山
城
菊
大
路
家
文

堂
塔
謹
）

頭
職

書

8
文
和
1．
1
1
．
17
写
沙
弥
（
引
・
高
重
椙
原
彦
太
郎
殿
安
芸
国
兼
武
名
小
早
河
出
雲
四
郎
○
文
和
ユ
．
11．
15

長
門
小
早
川
家
証

茂
？
）

実
義

文

9
文
和
1
．
1
2
．
2
3
案
沙
弥
（
引
・
？
）
干
与
羅
馬
軍
師
阿
波
国
萱
島
地
頭

E
安
宅
王
杉
丸

○
文
和
工
．
12．
22
差
出
花
押
脱

紀
伊
安
宅
文
書

10
文
和
1．
1
2
．
24
案
沙
弥
（
引
・
？
）
右
京
権
大
央
殿
薩
摩
国
嶋
津
庄
内
嶋
津
孫
三
郎
左
衛
○
文
和
1．
12．
／
2

薩
摩
島
津
家
文
書

加
世
田
別
符
半
分
門
尉
頼
久

地
頭
職

1
1
文
和
2
．
1．
1
8
正
沙
弥
（
引
・
二
階
大
内
民
部
大
夫
殿
周
防
国
二
宮
庄
地
東
福
寺

㊧
文
和
1．
12，
22

尊
属
閣
文
庫
所
蔵

堂
潜
勢
）

頭
職
金
子
孫
六
跡

東
福
寺
文
書

12
文
和
2
．
2
．
2
5
正
沙
弥
（
引
・
宇
都
井
上
左
京
権
大
央
越
中
国
堀
江
庄
地
紙
園
社
御
師
助
法
○
文
和
2．
2．
12

一
城
建
内
文
書

宮
蓮
智
）

入
道
殿

頭
職

印
顕
詮

1
3
文
和
2
．
4
．
5
写
散
位
（
引
・
大
高
当
国
守
護

周
防
国
一
合
別
府
小
野
三
郎
左
衛
門
○
同
日

萩
藩
閥
山
脚
七
一

重
成
）

尉
資
村

1
4
文
和
2
．
4
．
8
写
沙
弥
（
引
・
？
）
荒
河
遠
江
守
殿
石
見
国
出
羽
上
下
袖
口
弾
正
左
衛
門
○
文
和
2．
4．
5

萩
藩
閥
闇
闇
四
三

郷
尉
実
祐

15
文
和
2
。
5
．
6
正
沙
弥
（
引
・
高
重
佐
々
木
千
手
殿
近
江
国
欲
賀
郷
内
本
聞
石
河
又
四
郎
○
文
和
2．
5．
1

本
間
文
書

茂
？
）

閥
所
分

季
光

（謬。っ）

緩



（田鐸）医略刃経醸e萎に潔蹄蕎寝憐量細

1
6
文
和
2
．
5
．
2
2
写
沙
弥
（
引
・
？
）
右
京
権
大
夫
殿
薩
摩
困
在
国
司
次
嶋
津
又
王
郎
氏
久
⑭
文
和
2．
5．
ll

薩
藩
旧
記
二
四
所

郎
入
道
々
超
跡

収
正
法
寺
文
書

17
文
和
2
，
5
．
2
2
案
沙
弥
（
引
・
？
）
右
京
権
大
夫
殿
薩
摩
国
嶋
津
庄
内
嶋
津
三
郎
左
衛
門
○
文
和
2．
5．
1ユ

薩
摩
島
津
家
文
書

入
道
道
議

18
文
和
2．
6
，
4

正
沙
弥
（
引
・
高
重
佐
々
木
千
手
殿
近
江
国
麻
生
庄
四
西
勝
坊
郷
房
教
慶
○
文
和
2．
6．
3

出
雲
蒲
生
文
書

茂
？
）

分
壱

1
9
文
和
2．
6
。
4

正
沙
弥
（
引
・
高
間
佐
々
木
千
手
殿
近
江
国
麻
生
庄
四
山
本
二
郷
注
記
定
○
文
和
2．
6．
3

尊
敬
閣
文
庫
所
蔵

茂
？
）

分
壱

邉
文
書

2
0
文
和
3．
ユ
0
．
16
正
（
義
詮
）

佐
竹
右
馬
権
頭
殿
山
城
国
輿
論
庄
東
寺

㊥
観
応
3．
4．
20
b・
B

越
後
桂
文
書

2
1
延
文
2
．
8
．
9
写
右
馬
頭
（
中
管
・
広
沢
筑
前
守
殿
安
芸
國
久
芳
保
地
小
早
河
美
作
五
郎
○
正
平
6．
12．
23
差
出
花
押
脱
・
下
長
門
小
早
川
家
証

細
川
頼
之
）

頭
職
半
分

左
衛
門
尉
胤
平

文
写
で
は
，
所
領
文

名
は
「
久
芳
郷
半

分
」

22
延
文
4．
9
．
2
正
根
膚
守
（
執
・
細
大
友
刑
部
大
輔
殿
肥
後
圏
八
王
子
庄
詫
磨
又
太
郎
宗
顕
○
延
文
4．
4．
20

豊
後
詫
摩
文
書

川
清
氏
）

内
田
地
五
二
他
跡

23
延
文
4．
9
．
2
写
相
模
守
（
執
・
細
大
友
刑
部
大
輔
殿
肥
後
国
詫
磨
近
見
詫
磨
掃
部
助
宗
秀
○
延
文
4．
4，
20

大
友
家
文
書
録
所

川
清
韻
）

左
近
将
監
跡
田
地

収
陸
拾
南
町

24
延
文
4
．
9
．
2
正
相
模
守
（
執
・
細
大
宰
少
弐
殿

肥
前
国
商
来
郡
上
同
国
多
比
良
村
四
○
延
文
4．
4．
20

肥
前
松
尾
貞
明
所

川
清
氏
）

津
：
佐
村
田
地
拾
参

ｬ
薗

蔵
文
香

25
延
文
4
．
12
，
29
案
（
将
軍
義
詮
）

仁
木
右
京
大
夫
殿
伊
賀
三
滝
孫
四
郎
東
大
寺
鎮
守
八
幡
○
延
文
4．
5．
25
b

東
大
寺
文
書

保
氏
・
高
ll叶
郎
宮

保
光
等
跡

26
延
文
5
，
3
．
！
2
案
相
模
守
（
執
・
紐
赤
松
大
央
判
官
殿
摂
津
国
富
島
庄
下
同
国
（
摂
津
国
）
大
○
岡
日

摂
津
：
大
覚
寺
文
書

川
清
絶
）

司
職

洲
庄
大
覚
寺

27
延
文
5
．
1
0
．
6
案
相
模
守
（
執
・
細
新
田
大
嶋
兵
庫
頭
参
河
国
渥
美
郡
地
佐
々
木
佐
渡
大
夫
○
延
文
5．
8．
9

佐
々
木
文
書

川
清
氏
）

殿
頭
職

判
官
入
道

（
。
つ

艨Bう）
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28
康
安
1
．
ll
．
1
4
正
沙
弥
（
引
・
今
川
左
衛
門
佐
入
道
殿
若
狭
国
耳
西
郷
半
臨
川
寺

○
康
安
1。
11．
10

山
城
天
竜
寺
文
書

範
国
）

分
地
頭
職

29
貞
治
1．
1
1．
6
正
治
部
大
輔
（
執
・
上
杉
民
部
大
輔
入
越
後
国
風
間
入
道
大
友
刑
部
大
輔
氏
○
貞
治
1，
11．
2

筑
後
大
友
：
文
書

斯
波
義
将
）

道
殿

跡
時

30
貞
治
2
．
12
．
ユ
4
写
（
将
軍
義
詮
）

（
マ
・
）
石
州
出
羽
上
下
郷
君
谷
弾
正
左
衛
門
⑱
文
和
2．
4．
5
b・
A・
B

萩
藩
閥
閲
録
四
三

荒
河
弾
正
少
輔
殿
地
頭
職

尉
実
祐
跡
叢

31
貞
治
5．
3
．
1

正
（
将
軍
義
詮
）

渋
河
武
蔵
守
殿
宗
像
社
領
等

宗
像
大
宮
司

⑭
？

B
筑
前
宗
像
神
社
文

32
貞
治
5
．
9
．
2
4
正
左
兵
衛
佐
（
引
・
冨
樫
竹
童
殿

加
賀
国
山
下
郷
内
進
士
太
郎
左
衛
門
○
貞
治
5．
9．
22

広
島
大
学
文
学
部

吉
良
満
貞
）

比
楽
村
地
頭
職
尉
為
行

所
蔵
猪
熊
文
書
所

収
進
士
文
書

33
貞
治
5
．
1
0
．
5
正
（
将
軍
義
詮
）

山
名
左
京
大
夫
入
丹
波
国
河
口
庄
内
篠
村
八
幡
宮

○
☆
貞
治
5．
10．
2
b

醍
醐
奪
文
書
第
一

道
殿

蓮
台
寺
分

函

34
貞
治
5．
1
2
．
2
2
写
（
将
軍
義
詮
）

畠
山
尾
張
守

越
前
国
春
近
四
分
本
郷
左
衛
門
大
夫
○
観
応
3．
8．
2
b・
二
二
下
文
の
若
狭
本
郷
文
書

一
地
頭
職

入
道

施
行
・
宛
所

「
殿
」
字
脱

35
貞
治
6．
9
．
15
正
（
将
軍
義
詮
）

赤
松
大
夫
判
官
殿
摂
津
国
鳥
養
牧
地
赤
松
筑
甫
入
道
世
○
☆
？

b
岡
山
県
立
博
物
館

頭
職

貞
所
蔵
赤
松
（
春
日

部
）
家
文
書

36
貞
治
6
．
9．
2
7
正
（
将
軍
：
義
詮
）

桃
井
修
理
大
夫
殿
越
申
国
吉
河
西
東
鎮
守
八
幡
宮

○
☆
同
日

b
醍
醐
寺
文
書
第
一

37
康
暦
ユ
．
閏
4
．
2
8
案
（
将
軍
義
満
）

今
河
伊
予
入
道
殿
亡
父
兵
庫
頭
頼
時
戸
次
右
馬
助
直
光
⑧
康
安
L8，
27
b・
下
文
形
式
に
筑
後
立
花
文
書

所
領
等

よ
る
安
堵
の
施
行

（萬6り）
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表
4　
義
満
下
文
施
行
状
表

（田鐸）遜臨潟経譲e冬に翼瀞暴聖畿嘗輪

番
号
発
給
年
月
日
状
態

差
出

宛
所

所
領
名

拝
領
者

書
式
下
文
発
給
年
月
日

備
考

出
典

1
応
安
2．
ユ
0
．
13
正
武
蔵
守
（
執
・
細
上
椙
兵
部
少
輔
入
常
陸
国
伊
佐
郡
内
鹿
嶋
社

㊥
応
安
1．
閏
6．
12
執
事
細
川
頼
之
寄
鹿
島
文
書

川
頼
之
）

別
殿

平
塚
郷

進
下
知
状
の
施
行

2
応
安
4
，
4．
1
9
正
武
蔵
守
（
執
・
細
佐
々
木
四
郎
兵
衛
近
江
国
比
江
郷
地
臨
1【
時

○
応
安
4．
閏
3．
12
執
事
細
川
頼
之
寄
山
城
臨
川
寺
文
書

川
頼
之
）

尉
殿

頭
職

進
下
知
状
の
施
行

3
応
安
5
．
7．
1
8
写
沙
弥
（
引
・
仁
木
吉
見
右
馬
頭
入
道
能
登
国
正
院
郷
内
五
井
左
近
将
監
頼
○
応
安
5．
6．
23
執
事
細
川
頼
之
充
松
雲
公
採
集
遺
編

義
歩
）

殿
持

行
下
知
状
の
施
行
類
纂
一
三
六
所
収

吉
見
伝
書

4
応
安
6．
1
2
．
22
正
武
蔵
守
（
執
・
細

（
美
）

箕
浦
太
郎
左
衛
門
○

「
司
日

宛
所
脱

辻
雷
害

l
i瀬
之
）

［
コ
作
国
神
戸
脳
内
尉
千
俊

次
男
分
業
地
頭
職

5
応
安
7
．
8
．
1
2
案
武
蔵
守
（
執
・
細
山
名
右
衛
門
肩
入
曲
馬
国
土
田
郷
内
布
施
弾
正
大
夫
入
⑳
9

B
古
簡
雑
纂
一
〇
国

摺
頼
之
）

道
殿

墓
垣
村

道
昌
椿

立
国
会
図
書
館
本

6
永
和
1
．
12
．
1
2
正
武
蔵
守
（
執
・
細
上
竪
左
近
大
夫
将
越
後
国
曲
目
庄
内
丹
波
安
国
寺
く
元
○
永
和
1．
9．
6

丹
波
安
国
寺
文
書

川
聯
弾
）

中
殿

安
田
条
上
方

早
福
寺
〉

7
永
和
2
．
9
．
2
2
正
武
蔵
台
（
執
・
細
佐
々
木
大
膳
大
夫
出
雲
国
赤
穴
庄
地
佐
波
善
隼
人
正
入
○
永
和
2．
8．
9

中
川
四
郎
氏
所
蔵

川
頼
之
）

殿
頭
職

道
賢
義

文
書

8
永
和
2．
9
，
22
正
武
蔵
守
（
執
・
細
佐
々
木
四
郎
兵
衛
近
江
国
高
嶋
本
庄
佐
々
木
畠
羽
守
氏
㊥

？
安
堵
下
文
の
施
朽
木
文
書

川
頼
之
）

尉
殿

案
主
名

（
マ
・
）

G
行
・
B

9
永
和
3．
1
2．
8
正
武
蔵
守
（
執
・
細
山
名
陸
奥
守
殿
山
城
国
東
西
九
条
東
寺

○
永
和
3．
11．
21

東
寺
百
合
文
書
せ

墨
縄
之
）

地
頭
職

函
武
家
御
教
四
目

達
四
九

10
永
和
4．
7
．
12
正
武
蔵
守
（
執
・
細
山
名
修
理
権
大
夫
美
作
国
醗
邑
庄
公
二
宮
新
左
衛
門
入
㊥

？
B

天
理
大
学
附
属
図

川
頼
之
）

殿
文
楽
他

道
蔭
参
子
息
二
郎

害
館
所
蔵
文
書

光
員

1
1
永
和
5
．
3
．
2
3
正
武
蔵
守
（
執
・
細
佐
々
木
亀
寿
殿
近
江
国
大
江
・
大
摂
津
掃
部
頭
能
直
○
永
和
5．
3．
21

美
吉
文
書

川
頼
之
）

萱
他

（鵠。っ）①の



12
康
暦
1．
閏
4．
1
0
案
武
蔵
守
（
執
・
細
佐
々
木
亀
寿
殿
近
江
国
山
中
弾
正
祇
園
社

○
康
暦
1．
4．
8

祇
園
社
記
御
神
領

川
頼
之
）

忠
入
道
跡

部
第
四

13
康
暦
！
．
5．
2
案
（
将
軍
義
満
）

土
岐
大
膳
大
夫
入
伊
勢
国
河
辺
・
同
浜
名
備
中
守
詮
政
○
康
暦
1．
閏
4．
20
b

氏
経
日
次
略
記

道
殿

国
霜
野
御
厨

1
4
康
暦
ユ
．
5．
9
正
（
将
軍
義
満
）

佐
々
木
亀
寿
殿
近
江
国
福
能
部
地
石
清
水
八
幡
宮
○
康
贋
L4．
28
b

山
城
菊
大
路
家
文

頭
職

書

1
5
康
暦
L
6．
2
5
正
左
衛
門
佐
（
管
・
佐
々
木
亀
寿
殿
近
江
国
福
能
部
地
石
清
水
八
幡
宮
㊥
康
暦
L4．
28
A・
C

山
城
菊
大
路
家
文

斯
波
義
将
）

頭
職

書

1
6
康
麿
2
．
2．
2
3
写
左
衛
門
佐
（
管
・
富
樫
隅
隅

加
賀
国
凹
凹
郷
保
善
寺

○
？

国
立
公
文
書
館
内

斯
波
義
将
）

閣
文
庫
蔵
曇
花
院

殿
古
文
書

1
7
康
暦
2
．
4．
8
案
左
衛
門
佐
（
管
・
上
杉
竜
命
殿

越
後
融
融
有
庄
上
杉
安
廃
入
道
々
○
？

上
杉
家
文
害
六
之

斯
波
義
将
）

合
段
リ
印

18
康
暦
2．
6
．
2
正
左
衛
門
佐
（
管
・
真
下
勘
解
由
左
衛
摂
津
国
多
田
院
内
大
福
臓
宝
山
寺
○
？

鹿
王
院
文
書

斯
波
義
将
）

門
尉
殿

他

19
康
暦
2．
6
．
2
正
左
衛
門
佐
（
管
・
瞥
我
美
濃
入
道
殿
近
江
国
福
能
部
庄
石
清
水
八
幡
宮
○
康
暦
2．
6．
1

山
城
菊
大
路
家
文

斯
波
義
将
）

害

20
康
暦
2．
8
．
4
正
左
衛
門
佐
（
管
・
今
河
伊
予
入
道
殿
肥
後
国
関
入
道
跡
大
友
式
部
丞
親
旧
○
康
暦
1．
5．
2

筑
後
大
友
文
書

斯
波
義
将
）

同
国
伊
倉
庄
北
方

ｼ
21
永
徳
1．
4
．
23
写
左
衛
門
佐
（
管
・
石
堂
右
馬
頭
入
道
備
中
国
成
羽
庄
天
竜
寺

○
永
徳
1．
4．
7

山
城
天
竜
穿
文
書

斯
波
義
将
）

殿

22
永
徳
4．
2
．
25
正
左
衛
門
佐
（
管
・
山
名
罠
部
少
輔
殿
吉
田
社
境
内
井
泉
吉
田
社

○
永
徳
4．
2．
24

吉
田
良
兼
氏
原
蔵

斯
波
義
将
）

殿
散
在

吉
田
文
書

23
至
徳
2．
7
．
29
案
左
衛
門
佐
（
管
・
宮
下
野
守
殿

安
芸
国
大
朝
本
庄
藤
原
氏
女
く
字
弥
⑧
永
徳
3．
12．
21
下
文
形
式
に
よ
る
周
防
吉
1【
隊
文
書

斯
波
義
将
）

枝
村
等

徳
〉

安
堵
の
施
行

2崔
至
徳
4
．
3．
1
1
正
左
衛
門
佐
（
管
・
今
河
伊
予
入
道
殿
豊
前
国
苅
田
庄
地
田
原
下
野
守
氏
能
○
？

豊
後
草
野
文
書

斯
波
義
将
）

頭
職

（
り艨Bっ）
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2
5
至
徳
4
．
6
．
1
3
正
左
衛
門
佐
（
管
・
山
名
伊
予
寄
殿
備
後
国
因
島
地
頭
東
寺

⑱
至
徳
4．
閏
5．
12
寄
進
状
形
式
に
よ
東
寺
百
合
文
書
ヤ

斯
波
義
将
）

職
る
安
堵
の
施
行
函
44

2
6
慕
慶
2
．
8
．
3
0
案
左
衛
門
佐
（
管
・
佐
々
木
大
夫
判
官
近
江
国
榎
木
庄
地
臨
川
寺

○
嘉
慶
1．
12．
5

山
城
臨
王
寺
重
書

斯
波
義
将
）

殿
頭
職

案
文

2
7
嘉
慶
2
，
1
2
．
3
正
左
衛
門
佑
（
管
・
今
河
伊
予
入
道
殿
肥
後
国
伊
倉
庄
他
小
代
左
近
入
道
宗
○
嘉
慶
2．
11．
25

肥
後
小
代
文
書

斯
波
義
将
）

清

28
康
応
1
．
9
．
6
案
左
衛
門
佐
（
管
・
山
名
伊
豆
守
殿
備
後
国
国
嶋
地
頭
東
寺

⑳
至
徳
4，
閏
5．
12
寄
進
状
形
式
に
よ
東
寺
百
合
文
書
京

斯
波
義
将
）

職
る
安
堵
の
施
行
・
函
八
一
一
五

A・
B

29
康
応
1．
U
．
16
正
左
衛
門
佐
（
管
・
上
椙
安
房
入
道
殿
常
陸
国
鳴
山

摂
津
宮
内
大
輔
能
○
康
暦
1．
4．
21
下
文
形
式
に
よ
る
美
吉
文
書

斯
波
義
将
）

連
安
堵
の
施
行

30
明
徳
1
．
4．
2
6
案
左
衛
門
佐
（
管
・
土
岐
伊
予
守
殿
尾
張
国
志
那
野
冊
佐
々
木
大
膳
大
夫
○
同
日

佐
々
木
文
書

斯
波
義
将
）

高
秀

31
明
応
（
明
徳
）
案
左
衛
門
佐
（
管
・
仁
木
四
馬
助
殿
儲
勢
国
蘇
原
庄
佐
々
木
大
膳
大
夫
○
同
日

佐
々
木
文
書

L4．
2
6

斯
波
義
将
）

高
秀

32
明
徳
1
．
5
．
2
6
案
左
衛
門
佐
（
管
・
飯
尾
肥
前
守
殿
・
美
濃
国
深
田
他
祇
園
社

○
明
徳
1．
5．
22

祇
園
掌
記
御
神
領

斯
波
義
将
）

中
沢
次
郎
左
衛
門

部
第
一
i三

尉
殿

33
明
徳
1
．
6
．
2
0
案
左
衛
門
佐
（
管
・
土
岐
刑
部
少
輔
入
美
濃
国
多
芸
内
吉
佐
々
木
大
膳
大
夫
⑱
明
徳
1．
4．
26
文
中
「
二
丁
四
月
佐
々
木
文
書

斯
波
義
将
）

道
殿

田
高
秀

廿
五
B御
下
文
」

と
あ
る

34
明
徳
1
．
1
0
．
19
案
左
衛
門
佐
（
管
・
土
岐
刑
部
少
輔
入
美
濃
国
春
近
内
吉
祇
園
社

○
明
徳
1．
10．
8

祇
園
社
記
田
神
領

斯
波
義
将
）

道
殿

家
郷
地
頭
職

部
第
一
三

35
明
徳
1
．
1
2
．
6
案
左
衛
門
佐
（
管
・
武
蔵
入
道
殿

備
中
国
水
田
・
砦
伏
見
退
蔵
庵

○
明
徳
1．
12．
3
寄
進
状
形
式
に
よ
成
簑
堂
古
文
書
所

斯
波
義
将
）

部
地
頭
・
領
家
両

E
る
安
堵
の
施
行
収
退
蔵
庵
文
書

36
明
徳
2
．
2．
9
写
左
衛
門
佐
（
管
・
畠
山
右
衛
門
佐
殿
能
登
国
志
津
良
庄
東
福
寺
栗
頼
庵
○
明
徳
1．
12．
25

東
福
寺
口
置
院
所

斯
波
義
将
）

蔵
梯
陣
志
五

37
明
徳
2
．
5．
9
正
右
京
大
夫
（
管
・
治
部
大
輔
殿

加
賀
国
有
松
村
地
小
早
潤
民
部
法
眼
○
明
徳
1．
12．
24

尊
経
閣
古
文
書
纂

細
月
瀬
元
）

頭
職

実
忠

（
ト艨Bう）

お



38
明
徳
2．
9．
9
案
右
京
大
夫
（
管
・
佐
々
木
大
夫
判
官
近
江
図
伊
香
郡
小
（
祇
園
社
）
宝
寿
院
○
明
徳
2．
8．
30

祇
園
社
記
続
録
第

細
川
頼
元
）

殿
山
以
下
散
在
昭
畠
法
印
顕
深

七

39
明
徳
3
．
！
．
7
正
右
京
大
夫
（
管
・
一
色
右
馬
頭
殿
丹
後
国
成
久
・
宋
（
石
清
水
）
八
幡
宮
○
明
徳
2．
12．
29

山
城
菊
大
路
家
文

細
川
頼
元
）

成
・
益
富
保

書

40
明
徳
3．
1
0
．
1
6
正
右
京
大
夫
（
管
・
山
名
申
務
大
輔
殿
因
幡
国
智
頭
郡
千
光
恩
寺

○
9

尊
経
閣
文
庫
蔵
武

細
崩
塗
屋
）

土
師
郷
西
方
内

家
手
鑑

4ユ
明
徳
4
．
4．
1
5
正
（
将
軍
義
満
）

右
京
大
夫
殿

丹
波
国
法
音
寺
沙
（
北
野
宮
寺
）
御
師
○
明
徳
3．
閏
b・
寄
進
状
形
式
北
野
神
社
文
書

汰
人
等
跡

禅
厳

ユ
0．
28

に
よ
る
安
堵
の
施

s
42
明
徳
5
．
6．
5
案
左
衛
門
佑
（
管
・

因
幡
国
津
：
井
郷
但
州
円
通
寺

○
明
徳
5。
4。
19
宛
所
脱

但
馬
円
通
寺
文
書

斯
波
義
将
）

43
応
永
2
．
4
．
5
正
左
衛
門
佐
（
管
・
細
河
九
郎
殿

備
後
国
桑
原
方
六
高
野
山
西
塔

○
応
永
2．
3．
5
細
河
弥
九
郎
宛
同
高
野
山
文
書

斯
波
義
将
）

ケ
郷
地
頭
職
他

日
付
施
行
状
あ
り

44
応
永
5．
5
．
2
正
（
将
軍
義
満
）

左
衛
門
細
殿

越
前
国
社
庄

北
野
御
霊
社

○
？

b
北
野
神
社
文
書

45
応
永
6
．
2
．
2
ユ
正
沙
弥
（
管
・
畠
山
慈
恩
院
僧
都
御
坊
大
和
国
弘
福
寺
他
東
寺
僧
侶
等

㊥
応
永
6．
2．
3
寄
進
状
形
式
に
よ
東
寺
百
合
文
書
せ

韓
国
）

る
安
堵
の
施
行
・
函
武
家
御
教
書
井

本
文
書
以
降
書
止
達
六
六

文
醤
「
所
被
仰
下

也
，
f乃
執
達
如

件
」

46
応
永
6
．
1
1
．
1
0
正
沙
弥
（
管
・
畠
山
赤
松
上
総
入
道
殿
山
城
国
殖
松
庄
東
寺

○
同
日

寄
進
状
形
式
に
よ
東
寺
文
書
六
芸
之

基
国
）

る
安
堵
の
施
行
部
数
一
〇
一
一

47
応
永
6
．
1
1
．
1
3
正
沙
弥
（
管
・
畠
山
細
1【
1右
京
大
夫
殿
伊
予
国
新
居
西
条
西
八
条
遍
照
心
院
○
応
永
6．
11．
12

大
通
寺
文
書

西
国
）

地
頭
職

48
応
永
7．
9
．
28
正
沙
弥
（
管
・
畠
山
仁
木
兵
部
少
輔
殿
和
泉
町
岸
和
田
庄
石
清
水
八
幡
宮
寺
＠
同
B

山
城
菊
大
路
家
文

基
国
）

半
分

書

（
。
。

ﾟ。っ）Nり
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字
5　
下
文
発
給
者
不
明
施
行
状
表

番
号
発
給
年
月
日
状
態

差
出

宛
所

所
領
名

拝
領
者

書
式
下
文
発
給
年
月
日

備
考

出
典

1
建
武
3
，
11
．
24
案
武
蔵
権
守
（
執
・

nt
直
）

南
条
又
五
郎
殿
伯
書
国
富
田
庄
内

V万
郷
壱
分
地
頭

E

小
早
河
中
務
入

ｹ々
円

⑲
建
武
3．
L2
還
補
下
文
（
要
検

｢）
の
施
行
・

a・
尊
氏
か
磁
義

長
門
小
早
川
家
文

2
貞
和
4
．
1
2
．
2
5
案
武
蔵
守
（
執
・
高

t直
）

一
色
宮
内
少
輔
殿
肥
後
国
千
田
庄
等

n頭
職
半
分

菊
池
越
前
々
司
武

@く
本
名
隆
元
〉

⑭
貞
和
4．
12．
7
「
参
御
方
」
下
文

ﾌ施
行
・
尊
氏
か

ｼ義

豊
後
詫
摩
文
書

3
文
和
1
，
11
．
2
2
正
伊
予
権
守
（
引
・

蜊
od
成
）

一
色
右
京
権
大
央

a
筑
前
国
久
原
村
等

n頭
職

宗
像
三
郎
氏
俊
○
？

尊
氏
か
義
詮

筑
前
宗
像
文
害

4
文
和
1
．
11
．
2
2
正
伊
予
権
守
（
引
・

蜊
od
成
）

一
色
右
京
権
大
夫

a
筑
前
国
宗
像
庄
内

ﾈ腰
回
地
頭
職
宗
像
社

○
？

尊
氏
か
義
詮

正
閏
史
料
ニ
ー
三

且
繒
@像
氏
緒
文

5
応
安
2
．
6
．
2
2
正
武
蔵
守
（
執
・
細

?頼
之
）

大
内
介
入
道
殿
石
見
川
都
野
郷
地

ｪ職
左
兵
衛
佐
入
道
省
○
？

還
補
下
文
の
施

s・
義
詮
か
頼
之
尊
敬
乱
文
癒
所
蔵

兼
ｾ註
文
書

6
応
安
3
．
10
，
1
4
正
武
蔵
守
（
執
・
細

?頼
之
）

長
伊
豆
入
道
殿
但
馬
国
東
河
庄
天
竜
寺
金
剛
院
⑲
？

B・
義
詮
か
頼
之
前
田
家
所
蔵
文
書

※
「
任
御
下
文
」
’
f任
御
寄
進
状
」
文
書
を
有
し
て
い
て
も
、
実
際
の
将
軍
発
給
文
書
が
御
判
御
教
書
形
式
な
ど
下
文
・
寄
進
状
以
外
の
自
認
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

　
合
に
は
、
現
代
の
古
文
書
学
的
観
点
か
ら
は
御
判
施
行
等
と
見
な
し
て
採
録
し
て
い
な
い
。

※
「
発
給
年
月
日
」
欄
で
年
号
に
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
該
文
書
に
何
ら
か
の
理
由
で
年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
発
給
年
を
推
定
し
た
こ
と
を
表
す
。

※
「
状
態
」
欄
に
は
、
下
文
施
行
状
の
現
存
状
況
を
記
す
。
「
正
」
は
正
文
、
「
案
」
は
案
文
、
「
写
」
は
写
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

※
「
差
出
」
欄
に
記
さ
れ
て
い
る
下
文
施
行
状
発
給
者
の
立
場
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
執
：
執
事
　
引
：
引
付
頭
人
　
関
執
：
関
東
執
事
　
鎮
管
：
鎮
西
管
領
　
内
：
内
談
頭
人
　
中
管
：
中
国
管
領
　
管
：
管
領
　
？
：
立
場
不
明

※
「
所
領
名
」
欄
に
は
、
下
文
施
行
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
領
名
を
記
す
が
、
割
注
を
省
略
し
、
複
数
の
所
領
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
領

　
名
の
み
記
し
て
残
り
は
省
く
な
ど
、
適
時
省
略
し
た
。

・
「
書
式
達
欄
の
「
⑭
」
は
申
請
式
、
「
○
」
は
自
動
式
、
☆
は
「
任
御
下
文
」
・
「
丁
丁
寄
進
状
」
文
雷
や
、
こ
れ
に
類
す
る
文
言
を
有
し
な
い
場
合
を
表
す
。

※
「
備
考
」
欄
に
記
さ
れ
て
い
る
記
号
の
意
味
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
A
：
r
再
発
給
型
」
。
発
給
以
前
に
同
内
容
の
下
文
施
行
状
が
発
給
さ
れ
た
事
実
が
明
ら
か
で
あ
る
下
文
施
行
状
。
第
一
章
所
掲
〔
史
料
三
〕
に
該
当
。

（留。っ）φ
つ



　
ゆ
”
「
茸
言
済
蜘
瞳
」
。
含
①
》
㊦
註
ご
薗
憐
琳
嘩
針
叫
び
づ
淋
譜
醸
勇
。
臓
一
落
翠
舖
〔
障
壁
霜
〕
甲
∩
畔
脹
。

　
O
”
「
理
強
調
翻
瞭
瞳
」
。
鯉
隣
・
噌
降
諄
㊦
調
盤
瞭
露
命
嘩
吟
衛
嘱
掻
面
謁
磁
》
汗
。
騰
一
覧
謀
議
〔
冴
輩
団
〕
a
欝
脹
。

　
9
。
”
鯨
棚
磯
謙
諮
C
浮
司
掃
譜
踏
錦
S
ゆ
酔
ノ
奮
冴
嘩
隷
酔
づ
母
が
が
㊦
。

　
び
じ
礪
樋
》
翻
誘
C
葎
司
滑
誹
諭
洋
S
ψ
酔
’
書
叢
密
蝉
嘩
隷
践
δ
極
卵
び
S
。

※
掃
引
醇
陣
書
棚
ノ
繋
蝿
帯
撃
二
塗
替
強
尊
皇
㊦
齢
翻
㊦
粛
棚
諮
鱗
芽
沸
識
C
ぺ
ぐ
ノ
汁
窪
窪
“
D
麟
欝
C
ぺ
～
葎
漸
識
・
瞬
磯
司
塗
革
》
一
口
O
ぐ
レ
ペ
舜
’
決
燃
S
諒
棚
麟
叢
S
団
滑
・
爾

蘇
業
π
ゆ
蛛
溶
が
伴
瞭
渉
♂
臼
溶
①
S
誹
嚇
蝿
洋
φ
報
癖
篇
粛
鄭
C
浮
。

64 （360）

い
ず
れ
も
明
言
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
従
来
は
執
事
施
行
状
の
存
在
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
た
め
、
暗
黙
の
う
ち
に
た
だ
の
添
え
物
と
さ
れ

て
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
当
該
期
の
申
状
の
中
に
は
、
訴
人
が
「
依
レ
未
レ
下
訓
賜
京
都
御
施
行
一
嵩
レ
有
二
拝
領
山
号
ハ
無
二
知
行
実
一
」
と
述
べ
て
い
る
例
が
あ
る
（
後

掲
〔
史
料
八
〕
）
。
下
文
を
拝
領
し
て
も
、
「
京
都
御
施
行
」
、
す
な
わ
ち
執
事
施
行
状
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
本
当
に
恩
賞
地
を
領
有
し
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
執
事
施
行
状
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
守
護
・
使
節
と
い
っ
た
第
三
者
に
恩
賞
地
の
沙
汰
付
を
命
じ
る
文
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
下
文
の

強
制
執
行
を
促
す
点
に
お
い
て
、
す
で
に
単
な
る
伝
達
文
書
の
一
部
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
拝
領
者
に
直
接
宛
て
て
発
給
さ
れ
る
下

文
に
は
、
こ
う
し
た
機
能
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
下
文
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
執
事
施
行
状
の
最
大
の
存
在
目
的
で
あ
り
、
下
文

に
は
な
い
独
自
の
重
要
な
役
割
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
執
事
施
行
状
の
独
自
性
は
守
護
に
遵
行
を
命
じ
る
点
に
の
み
と
ど
ま
ら
な
い
。
執
事
施
行
状
の
中
に
は
、
〔
史
料
～
〕
・
〔
史
料
二
〕

の
よ
う
な
典
型
的
な
様
式
の
も
の
と
は
や
や
異
な
る
も
の
も
散
見
し
、
こ
れ
ら
か
ら
は
執
行
力
を
有
す
る
点
以
外
の
施
行
状
の
重
要
な
機
能
が

窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
〔
史
料
三
〕
（
表
1
・
1
8
）

　
　
百
々
穴
部
次
郎
左
衛
門
無
為
光
申
、
伯
誉
国
乱
光
保
地
頭
職
事
、
背
二
先
度
施
行
↓
子
今
不
レ
被
二
沙
汰
付
一
云
々
、
所
詮
、
任
二
御
下
文
↓
不
日
可
レ
被
一
沙
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汰
付
【
之
状
、
依
レ
仰
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
師
直
）
　
へ
花
押
？
）

　
　
　
　
建
武
五
年
二
月
論
ハ
円
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
鞭
威
砒
惟
卑
｛
口

　
　
　
　
　
　
　
（
時
氏
）

　
　
　
　
　
山
名
伊
豆
前
司
殿

　
〔
史
料
四
〕
（
表
1
・
5
1
）

　
　
橘
薩
摩
一
族
申
、
大
隅
国
母
島
地
頭
職
事
、
任
二
去
建
武
三
年
四
月
七
日
御
下
文
之
旨
↓
可
レ
被
レ
沙
調
汰
－
付
彼
雛
↓
若
有
二
子
細
一
者
、
可
レ
被
二
注
申
「
之
状
、

　
　
依
レ
仰
執
達
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
師
直
）

　
　
　
　
占
只
和
二
年
九
月
什
工
ハ
n
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
靴
威
｛
寸
（
花
押
）

　
　
　
　
　
（
一
色
範
氏
）

　
　
　
　
　
少
輔
太
郎
入
道
殿

　
〔
史
料
五
〕
（
表
1
・
1
2
）

　
　
　
　
（
端
裏
轡
）

　
　
　
　
「
執
事
方
施
行
案
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泰
能
？
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泰
親
〉
　
　
　
　
　
（
季
貞
）

　
　
大
友
出
羽
蔵
人
入
道
正
全
申
、
入
田
兵
鎌
脚
入
道
土
寂
・
同
出
羽
次
郎
跡
豊
後
国
入
田
郷
・
同
團
玖
珠
郡
内
脊
野
・
山
田
・
等
量
舛
大
隈
村
立
地
頭
職
事
、

　
　
為
二
士
寂
跡
｝
否
、
令
レ
糺
コ
明
真
偽
↓
無
二
相
違
一
悪
、
任
二
正
秘
所
レ
給
御
下
文
↓
沙
㍊
汰
－
付
之
↓
二
二
起
請
之
詞
ハ
可
レ
窯
出
注
進
一
之
状
、
依
レ
仰
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
建
武
四
年
八
月
吉
　
　
　
鵡
離
守
覇

　
　
　
　
　
　
　
（
貞
久
）
　
　
③

　
　
　
　
　
嶋
津
上
総
入
道
殿

　
〔
史
料
三
〕
は
、
文
中
に
「
先
度
施
行
」
と
あ
っ
て
、
以
前
に
一
度
施
行
状
が
発
給
さ
れ
た
事
実
が
窺
え
る
。
「
五
二
先
度
施
行
ハ
四
三
不
レ

被
二
沙
汰
付
一
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
守
護
山
名
時
短
が
遵
行
を
緩
怠
し
た
た
め
、
本
史
料
を
発
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
施
行
状
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
繰
り
返
し
発
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
再
発
給
時
に
宛
所
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も

あ
っ
た
（
表
1
・
4
0
、
4
1
）
。

　
〔
史
料
四
〕
は
、
通
常
の
施
行
状
に
は
な
い
「
若
有
二
子
導
者
、
可
レ
被
二
注
申
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
沙
汰
付
が
何
ら
か
の
理
由
で
実

現
し
な
い
場
合
に
は
注
進
状
を
提
出
せ
よ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
使
節
緩
怠
を
戒
め
て
い
る
例
が
あ
る
（
表
工
・
2
0
）
。
何
ら
か
の
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問
題
が
発
生
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
文
書
が
つ
く
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

施
行
状
の
命
令
が
貫
徹
さ
れ
な
い
可
能
性
を
あ
ら
か
じ
め
予
期
し
た
と
き
、
幕
府
は
事
前
措
置
を
採
る
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
〔
史
料
五
〕
は
、
通
常
と
異
な
る
は
な
は
だ
変
わ
っ
た
内
容
の
施
行
濫
費
で
あ
る
。
下
文
を
発
給
し
た
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
領
調

査
を
命
じ
て
い
る
。
下
文
発
給
後
に
下
文
拝
領
者
が
施
行
を
申
請
し
た
後
、
恩
賞
地
が
闘
所
地
（
士
寂
跡
）
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ

た
た
め
、
再
審
議
を
行
っ
て
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
施
行
状
は
下
文
を
単
に
取
り
次
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

簡
単
な
が
ら
再
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
も
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
を
要
約
す
る
と
、
執
事
施
行
状
は
単
に
下
文
を
機
械
的
に
承
け
て
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
審
議
を
行
う

機
能
が
あ
っ
て
下
文
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
お
り
、
下
文
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
そ
れ
自
体
重
要
な
働
き
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
〔
史
料
一
〕
・
〔
史
料
二
〕
の
よ
う
な
大
多
数
の
典
型
的
な
執
事
施
行
状
に
つ
い
て
も
、
文
言
に
表
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
施

行
状
と
同
様
に
発
給
の
可
否
の
審
議
を
経
て
発
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
執
事
施
行
状
が
こ
の
よ
う
に
重
要
な
は
た
ら
き
を
す
る
文
書
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
重
要
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

審
議
の
結
果
、
事
情
に
よ
っ
て
は
施
行
状
を
発
給
し
な
い
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
文
に
施
行
状
が
必
ず

発
給
さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
管
見
の
限
り
雷
撃
し
た
論
考
は
な
い
。
こ
れ
も
、
執
事
施
行
状
を
軽
視
し
て
い
た
た
め
に
、

暗
黙
の
う
ち
に
必
ず
発
給
さ
れ
た
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
考
え
る
。

　
だ
が
、
現
存
す
る
尊
氏
下
文
の
う
ち
、
案
文
も
含
め
執
事
施
行
状
が
存
在
せ
ず
、
関
連
史
料
に
よ
っ
て
も
そ
の
発
給
を
確
認
で
き
な
い
も
の

は
お
そ
ら
く
五
割
を
超
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
施
行
状
が
紛
失
し
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
場
合
も
多
数
存
在
す
る
だ
ろ
う
が
、
す
べ
て
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
そ
う
で
あ
る
と
説
明
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
つ
い
に
施
行
状
が
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
相
当
数
存

在
し
た
と
推
測
す
る
。

　
た
と
え
ば
、
後
年
執
事
を
務
め
た
細
川
頼
之
期
に
な
っ
て
も
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
な
か
な
か
施
行
状
を
獲
得
で
き
ず
、
申
状
で
発
給
を
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要
請
し
た
武
士
の
例
が
あ
る
（
後
掲
〔
史
料
六
〕
）
。
こ
の
武
士
は
、
「
錐
レ
令
レ
拝
訓
領
御
下
文
↓
未
レ
及
二
施
行
一
之
由
、
嘆
申
」
し
て
い
る
（
後
掲

〔
史
料
七
〕
）
。
頼
無
期
で
す
ら
こ
の
よ
う
な
事
例
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
開
幕
し
て
問
も
な
い
平
面
期
の
状
況
は
推
し
て
知
る
べ
し
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
な
か
に
は
守
護
が
施
行
状
に
拠
ら
ず
、
下
文
発
給
後
に
直
接
遵
行
を
行
っ
た
と
推
測
で
き
る
例
も
あ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
南
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

朝
初
期
に
と
ど
ま
ら
ず
、
室
町
期
に
至
っ
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
下
文
拝
領
時
に
す
で
に
恩
賞
地
を
実
効
支
配
し
て
い
た
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

施
行
状
が
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
例
も
あ
る
し
、
同
　
所
領
が
二
人
の
武
士
に
充
行
わ
れ
、
一
方
に
し
か
執
事
施
行
状
が
発
給
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
ず
、
そ
の
施
行
状
に
基
づ
い
て
守
護
が
遵
溶
し
た
た
め
、
も
う
｝
方
の
武
士
が
替
地
充
行
の
訴
訟
を
起
こ
し
た
例
も
あ
る
。
こ
の
武
士
は
、

お
そ
ら
く
施
行
状
を
も
ら
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
執
事
施
行
状
が
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
例
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
執
事
施
行
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、

表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
下
文
発
給
後
か
な
り
の
日
数
を
経
て
か
ら
出
さ
れ
る
例
が
意
外
に
多
く
、
三
〇
年
近
く
も
経
て
よ
う
や
く
出
さ
れ
た
例

も
あ
る
（
例
え
ば
表
1
・
9
8
、
9
9
、
姻
）
。
こ
の
よ
う
に
、
下
文
と
の
発
給
間
隔
が
各
事
例
ご
と
に
非
常
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
事
実
か
ら
も
、
何

十
年
経
と
う
と
も
施
行
状
が
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
多
々
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
特
に
観
応
の
擾
乱
以
降
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
発
給
者
が
執
事
に
一
元
化
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
表
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
私
は
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム

は
当
初
は
か
な
り
流
動
的
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
審
議
を
踏
ま
え
て
、
様
々
な
状
況
に
応
じ
て
執
事
施
行
状
の
発
給
の
可
否
が
決
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
単
な

る
下
文
の
付
属
物
で
は
な
い
、
施
行
状
の
相
対
的
独
自
性
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
執
事
施
行
状
は
訴
訟
に
お
い
て
も
～
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
「
御
下
文
井
御
施
行
」
と
両
者
を
対
等
に
並
列
し
て
権
利
を
主
張
し

　
　
　
　
⑧

た
例
が
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
下
文
と
と
も
に
、
施
行
状
も
権
原
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
永
和
四
（
一
三
七
八
）
年
七
月
二
日

付
執
事
細
川
頼
之
奉
書
に
「
毛
利
宮
内
少
輔
入
道
去
延
文
五
年
二
二
御
下
文
一
之
由
錐
レ
申
レ
之
、
不
レ
出
コ
対
正
文
一
上
、
不
レ
帯
側
施
行
一
之
間
、
所
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⑨

レ
有
二
不
審
一
也
」
と
あ
る
の
も
興
味
深
い
。
下
文
正
文
を
所
持
せ
ず
、
案
文
し
か
提
出
で
き
な
い
場
合
、
施
行
状
の
有
無
が
基
準
と
な
っ
て
下

文
発
給
の
事
実
が
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
施
行
状
が
存
在
す
れ
ば
、
当
然
そ
の
前
に
下
文
が
発
給
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
施
行
状
が
あ
る
下
文
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
再
調
査
を
経
て
い
る
分
だ
け
権
原
文
書
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
訴
訟
で
施
行
状
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
下
文
が
証
拠
と
し
て
最
も
重
要
な
文
書
で

あ
る
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
が
、
執
事
施
行
状
も
単
な
る
下
文
の
執
行
命
令
で
は
な
く
、
証
文
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
院
宣
施
行
状
と
守
護
・
守
護
代
遵
行
状
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
永
井
英
治
氏
・
斉
藤
慎
一
氏
が
、
執
事
施
行
状
に
つ
い
て
本
章
で
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
結
論
と
類
似
の
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
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①
上
島
有
「
室
町
幕
府
文
盲
」
（
噸
日
本
古
文
書
学
講
座
4
藩
中
世
編
1
、
雄
山
閣

　
出
版
、
一
九
八
○
年
）
五
七
～
五
八
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
将
軍
の
御
内
書
に
よ
る

　
下
文
施
行
状
お
よ
び
御
判
御
教
書
形
式
に
よ
る
義
詮
晩
年
の
下
文
施
行
状
は
こ
の

　
よ
う
な
文
言
を
持
た
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
例
外
と
す
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
本
稿
で

　
は
、
こ
う
し
た
文
言
を
持
ち
か
つ
文
中
に
門
訴
状
具
書
如
レ
此
扁
、
あ
る
い
は
そ
れ

　
に
類
似
す
る
文
言
を
持
た
な
い
も
の
を
下
文
施
行
状
と
す
る
。
通
常
の
所
務
遵
行

　
命
令
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
文
言
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
典
型
的
な
下
文
施
行
状

　
は
す
べ
て
こ
の
文
雷
を
持
た
な
い
。
こ
れ
は
、
前
者
が
訴
状
・
具
書
と
セ
ッ
ト
で

　
執
行
さ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
施
行
状
単
独
で
執
行
さ
れ
る
と
い
う
手
続
の
相

　
違
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
「
は
じ
め
に
」
小
川
註
⑤
所
掲
著
書
　
九
四
↓
九
九
・
二
9
干
二
一
九
・

　
二
五
九
・
四
一
五
・
四
七
一
ペ
ー
ジ
、
「
は
じ
め
に
」
山
家
註
②
所
掲
論
文
一
八

　
ペ
ー
ジ
な
ど
。
本
稿
の
下
文
施
行
状
表
も
参
照
さ
れ
た
い
。

③
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
師
直
が
引
付
頭
人
を
兼
任
し
て
い
た
時
期
に
発
給
さ
れ

　
た
文
書
で
あ
り
（
「
は
じ
め
に
」
小
川
註
⑤
所
掲
著
轡
一
八
九
～
一
九
〇
ペ
ー
ジ
）
、

　
引
付
頭
人
奉
書
で
あ
る
可
能
姓
も
正
金
に
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
端
裏
に

　
「
執
事
方
施
行
案
」
と
あ
る
こ
と
、
大
半
の
引
付
頭
人
奉
書
に
見
ら
れ
る
門
訴
状

　
具
害
如
レ
此
」
文
書
が
存
在
し
な
い
こ
と
（
註
②
）
、
同
じ
く
は
と
ん
ど
の
引
付
頭

　
人
奉
書
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
違
乱
人
の
濫
妨
や
押
領
を
禁
止
す
る
命
令
と
は
異

　
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
師
直
が
執
事
と
し
て
の
立
場
で
発
給
し

　
た
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
考
え
る
。

④
．
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
四
月
一
九
日
付
筑
前
守
護
小
駅
頼
尚
遵
行
状
（
筑
前

　
宗
像
文
轡
・
噛
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』
第
｝
巻
五
八
｝
号
、
以
下
『
衛
遺
九
軸
　
一

　
一
五
八
一
の
よ
う
に
記
す
）
。
た
だ
し
こ
の
遵
行
状
は
、
厳
密
に
言
え
ば
下
文
拝

　
領
者
に
直
に
宛
て
て
発
給
す
る
点
に
お
い
て
鎌
倉
幕
府
的
で
あ
る
（
第
四
章
参

　
照
）
。

⑤
明
徳
四
（
＝
二
九
三
）
年
四
月
八
日
付
和
泉
守
護
大
内
義
弘
遵
行
状
写
（
秋
闘

　
藩
採
集
古
文
轡
五
・
闘
大
日
本
史
料
隔
第
七
編
之
一
）
。

⑥
貞
和
三
（
；
西
七
）
年
四
月
七
日
付
足
利
直
義
裁
許
状
写
（
遠
山
文
書
・

　
『
神
奈
欄
県
史
』
資
料
編
3
　
古
代
・
中
世
（
3
上
）
王
九
七
六
号
）
。



⑦
二
階
堂
道
本
申
状
（
玉
燭
宝
典
裏
書
・
『
南
北
朝
選
文
中
國
四
国
編
臨
第
二
巻

　
一
六
〇
九
号
、
以
下
『
南
忙
中
四
点
ニ
ー
一
六
〇
九
の
よ
う
に
記
す
）
。

⑧
暦
応
元
（
【
三
三
八
）
年
九
月
＝
臼
付
足
利
直
義
裁
許
状
（
長
門
熊
谷
家
文

　
書
・
『
南
遺
中
四
』
　
一
i
七
九
囚
）
。

⑨
糊
大
日
本
古
文
書
上
杉
家
文
書
之
三
』
＝
八
四
号
。
「
は
じ
め
に
」
佐
藤

　
註
⑧
回
国
論
文
参
照
。

⑩
永
井
英
治
「
南
北
朝
内
乱
初
期
の
裁
判
に
お
け
る
幕
府
・
朝
廷
関
係
」
（
『
年
報

　
中
世
史
研
究
』
二
二
、
　
一
九
九
七
年
）
、
斉
藤
慎
～
「
遵
行
状
・
打
渡
状
の
獲
得

　
と
相
伝
漏
（
魍
今
日
の
古
文
書
学
　
第
3
巻
　
中
世
輪
雄
山
閣
、
・
二
〇
〇
〇
年
）
。

第
二
章
　
執
事
施
行
状
の
発
給
手
続

室町幕府執事施行状の形成と展開（亀田）

　
本
章
で
は
、
執
事
施
行
状
の
発
給
手
続
と
そ
の
手
続
が
漸
進
的
に
変
化
し
て
い
る
事
実
を
解
明
す
る
。

　
一
章
の
冒
頭
に
挙
げ
た
〔
史
料
一
〕
・
〔
史
料
二
〕
を
ふ
た
た
び
兇
て
い
た
だ
き
た
い
。
従
来
は
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
が
、
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

状
の
書
式
は
二
通
り
あ
る
の
で
あ
る
。

　
〔
史
料
一
〕
に
は
、
冒
頭
に
「
（
下
文
拝
領
者
氏
名
）
申
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
〔
史
料
二
〕
に
は
こ
の
文
言
が
な
い
。
私
は
、
〔
史
料
一
〕

の
書
式
は
下
文
拝
領
者
の
申
状
に
よ
る
申
請
を
承
け
て
発
給
さ
れ
た
事
実
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
、
こ
の
書
式
を
「
申
請
舌
偏
と
名
付
け

た
。
〔
史
料
二
〕
の
場
合
は
、
下
文
拝
領
者
の
申
状
に
よ
る
申
請
を
経
ず
に
発
給
さ
れ
た
た
め
、
文
頭
か
ら
申
請
文
言
が
消
滅
し
た
の
だ
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
便
宜
上
「
自
動
式
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
以
下
、
施
行
状
の
発
給
手
続
が
具
体
的
に
窺
え
る
史
料
を
用
い
て
、
右
の
推
定
を
論
証
し
よ
う
。

A

申
状
な
ど
で
申
請
す
る
方
式
（
申
請
式
）

〔
史
料
六
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
久
）

　
目
安
嶋
津
安
芸
入
道
明
見
申
、
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欲
下
早
任
二
御
下
文
旨
↓
被
レ
下
二
御
教
書
↓
弥
抽
争
忠
功
上
子
細
事
、

　
副
進
一
一
通
御
下
文

右
、
於
二
日
向
国
臼
杵
院
・
同
国
宮
崎
郡
・
麗
後
国
山
鹿
庄
・
同
国
尻
無
村
等
一
者
、
明
睡
中
二
軍
忠
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
為
脱
？
）

早
任
二
御
下
文
之
旨
↓
被
レ
成
二
下
御
教
書
ハ
弥
抽
二
忠
節
↓
目
安
言
上
如
レ
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
応
安
一
一
年
八
月
　
日
、

云
＝
奉
公
｛
依
レ
致
多
年
労
功
↓
乾
干
充
賜
【
也
、
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
島
津
倉
見
目
安
写
で
あ
る
。
明
見
は
観
応
二
（
一
三
五
一
）
年
二
月
＝
二
日
に
尊
氏
下
文
を
獲
得
し
、
該
所
領
を
拝
領
し
た
。
し
か
し
施
行

状
を
獲
得
で
き
ず
、
応
安
二
（
｝
三
六
九
）
年
ま
で
～
八
年
間
も
恩
賞
地
を
実
効
領
有
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
史
料
を
幕
府
に
提
出
し
、

「
御
教
書
」
の
発
給
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
「
御
教
書
」
と
は
、
関
連
史
料
で
あ
る
次
の
〔
史
料
七
〕
に
「
未
レ
及
二
施
行
一
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
通
常
の
所
務
遵
行
命
令
で
は
な
く
執
事
施
行
状
で
あ
る
胃
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
申
状
を
提
出
し
て
下
文
施
行
状
を
獲

得
す
る
手
続
が
ま
ず
存
在
し
た
。

　
単
に
申
請
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
守
護
・
探
題
等
か
ら
執
事
施
行
状
獲
得
を
要
請
す
る
挙
状
を
獲
得
す
る
方
式
も
あ
っ
た
。

　
〔
史
料
七
〕

　
　
　
　
　
　
　
（
資
久
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
㎝
房
）

　
　
嶋
津
安
芸
入
道
明
見
申
、
蹟
向
国
臼
杵
院
地
頭
職
駈
購
左
罵
事
、
難
レ
令
レ
拝
読
領
御
下
文
↓
未
レ
及
二
施
行
一
之
由
、
歎
申
候
、
可
レ
被
レ
経
二
御
沙
汰
袖
目
出
候

　
　
哉
、
随
分
致
二
忠
節
｝
仁
候
之
問
、
如
レ
此
執
申
候
、
以
二
此
旨
↓
可
レ
有
二
御
披
露
皿
候
、
恐
衙
門
需
、

　
　
　
　
　
　
（
永
和
二
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
川
貞
世
）

　
　
　
　
　
　
正
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
了
俊
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
（
細
灘
頼
之
）
⑥

　
　
　
　
　
進
上
　
武
蔵
守
殿

　
鎮
西
管
領
今
川
了
俊
挙
状
写
で
あ
る
。
島
津
恒
見
は
前
掲
〔
史
料
六
〕
の
目
安
を
幕
府
に
提
出
し
た
も
の
の
、

ず
、
そ
の
た
め
了
俊
か
ら
挙
状
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

や
は
り
施
行
状
を
獲
得
で
き
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室町幕府執事施行状の形成と展脳（亀田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
守
護
・
使
節
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
軍
忠
吹
挙
状
を
執
事
に
提
出
し
て
配
下
の
武
士
の
恩
賞
要
求
に
協
力
し
た
り
、
任
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

内
の
垂
紐
地
調
査
を
行
っ
て
幕
府
に
報
告
し
た
り
す
る
な
ど
、
恩
賞
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
恩
賞
地
を
当
知
行
で
き
な
い

武
士
が
い
る
場
合
に
は
積
極
的
に
施
行
状
獲
得
を
援
護
し
た
の
で
あ
る
。

　
下
文
拝
領
者
が
、
挙
状
発
給
を
要
請
し
た
申
状
が
管
見
の
限
り
一
通
残
存
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。

　
〔
史
料
八
〕

　
　
橘
薩
摩
一
族
等
謹
言
上
、

　
　
　
　
　
且
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼

　
　
　
欲
下
早
・
預
【
京
都
御
注
進
↓
・
任
二
　
将
軍
家
御
下
文
旨
↓
下
壊
賜
御
施
行
袖
全
中
知
行
拍
恩
賞
地
大
隅
国
論
嶋
地
頭
職
事
、

　
　
副
進

　
　
　
　
一
通
、
将
軍
家
御
下
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
播

　
　
右
、
（
申
略
）
預
二
御
吹
挙
↓
令
レ
写
植
領
当
嶋
↓
施
二
面
認
｝
以
来
、
鎮
二
数
ヶ
甥
御
合
戦
↓
毎
度
有
レ
忠
無
レ
怠
之
処
、
依
レ
未
レ
下
船
賜
京
都
御
施
行
ハ
難
レ
有
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛍

　
　
拝
領
之
号
↓
無
二
知
行
実
一
之
上
者
、
早
馬
二
御
注
進
↓
下
調
賜
御
蒲
行
ハ
全
二
知
行
↓
野
上
レ
抽
二
武
功
患
貞
↓
雷
上
書
レ
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
　
暦
応
三
年
五
月
　
日

　
橘
薩
摩
一
族
等
申
状
案
で
あ
る
。
橘
薩
摩
一
族
は
、
大
隅
国
種
壷
地
頭
職
を
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
四
月
七
日
付
尊
氏
下
文
に
よ
っ
て
拝

　
　
　
⑨

領
し
た
が
、
「
京
都
御
施
行
」
、
す
な
わ
ち
執
事
施
行
状
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
恩
賞
地
を
知
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

本
史
料
に
よ
っ
て
大
隅
守
護
あ
る
い
は
鎮
西
管
領
に
「
京
都
御
注
進
」
、
つ
ま
り
京
都
の
幕
府
に
対
す
る
挙
状
の
発
給
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

挙
状
を
獲
得
し
た
後
、
一
族
は
改
め
て
申
状
を
作
成
し
、
挙
状
と
あ
わ
せ
て
幕
府
に
提
出
し
て
施
行
状
の
発
給
を
申
請
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
に
こ
の
後
、
貞
和
二
（
；
面
六
）
年
九
月
二
六
日
に
執
事
施
行
状
が
発
給
さ
れ
た
（
〔
史
料
四
〕
）
。
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B

下
文
拝
領
者
の
申
請
に
よ
ら
ず
発
給
さ
れ
る
方
武
（
自
動
式
）

72　（368）

　
管
見
の
限
り
で
執
事
施
行
状
の
発
給
を
申
請
す
る
申
状
は
、
〔
史
料
六
〕
と
、
間
接
的
に
申
請
し
て
い
る
〔
史
料
八
〕
の
二
通
し
か
存
在
せ

ず
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
必
ず
申
状
を
経
て
発
給
さ
れ
る
引
付
頭
人
奉
書
の
申
状
の
残
存
数
と
比
較
し
て
も
こ
の
少
な
さ
は
異
常
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
申
状
を
提
出
せ
ず
に
執
事
施
行
状
を
獲
得
す
る
場
合
が
非
常
に
多
か
っ
た
事
実
を
示
す
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
大
き
く
分
け
て
次
に

述
べ
る
二
つ
の
発
給
方
式
が
存
在
し
た
と
考
え
る
。

　
第
一
の
ケ
ー
ス
。
ま
ず
、
下
文
拝
領
者
が
執
事
や
奉
行
人
の
も
と
へ
直
接
下
文
を
持
参
し
て
施
行
状
発
給
を
要
求
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
室
町
期
の
御
判
御
教
書
の
施
行
に
つ
い
て
上
島
氏
が
推
測
し
て
い
る
の
で
、
下
文
の
施
行
の
場
合
も
同
様
の

事
例
が
あ
っ
た
と
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
下
文
と
守
護
・
使
節
の
挙
状
を
も
っ
て
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
挙
状
の
み

で
施
行
状
発
給
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
場
合
も
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
幕
府
の
命
令
に
は
、
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
に
守
護
・
使
節
の
注
進
の
み
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
例
が
散
見
す
る
。
注
進
と
挙
状
は
本
質
的
に
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
ろ
う
。
な
に
よ
り
、
弘
安
七
（
＝
一
八
四
）
年
八
月
一
七
日
制
定
鎌
倉
幕
府
追
加
法
第
五
五
八
条
に
、
六
波
羅
・
鎮
西
守
護
の
注
進
状
に
つ

い
て
、
「
訴
人
難
レ
不
二
参
向
ハ
随
二
恩
来
航
早
速
可
二
申
沙
汰
一
」
と
あ
り
、
鎌
倉
後
期
に
は
す
で
に
訴
人
が
提
訴
・
出
廷
し
な
く
て
も
注
進
状
が

到
来
す
る
だ
け
で
審
議
を
行
う
訴
訟
手
続
が
存
在
し
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
南
北
朝
期
の
執
事
施
行
状
に
お
い
て
も
岡
様
の
発
給
手

続
が
存
在
し
た
と
想
定
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
第
二
の
ケ
ー
ス
。
下
文
拝
領
者
が
幕
府
に
施
行
状
発
給
を
ま
っ
た
く
働
き
か
け
ず
、
幕
府
の
方
で
下
文
発
給
後
に
自
動
的
に
審
議
を
継
続
し
、

施
行
状
を
発
給
す
る
方
式
で
あ
る
。
儀
式
史
料
か
ら
明
ら
か
に
こ
の
よ
う
に
発
給
さ
れ
て
い
る
事
実
が
判
明
す
る
例
が
あ
る
。

　
〔
史
料
九
〕

　
　
甘
二
日
、
（
中
略
）
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次
御
恩
沙
汰
、
御
吉
書
座
席

　
（
足
利
義
溝
）

　
御
座

　
（
継
川
頼
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
極
高
秀
）

　
執
権
　
　
　
　
　
　
　
礼
部

　
（
中
条
【
兀
威
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
謀
隔
堂
行
昭
…
）

　
武
庫
禅
　
　
　
　
　
　
　
中
書
禅

石
清
水
八
幡
宮
御
寄
進
、
以
二
越
中
国
姫
野
一
族
跡
ハ
御
奉
レ
寄
レ
之
、
彼
御
寄
進
状
於
二
当
座
｝
礼
部
渡
綴
進
執
権
↓

其
野
分
自
余
之
人
々
退
出
云
々
、
於
二
鷲
座
一
施
行
判
畢
、
同
夜
被
レ
召
二
八
幡
御
師
善
法
賢
息
寄
進
状
舛
御
施
行
被
仰
二
渡
一
畢
、
其
後
於
桃
内
夕
御
祝
、

　
　
⑭
（
後
略
）

　
『
花
営
三
代
記
』
応
安
五
（
一
三
七
二
）
年
＝
月
二
二
日
条
で
あ
る
。
こ
の
日
、
将
軍
義
満
の
御
判
始
お
よ
び
吉
書
・
評
定
・
恩
賞
沙
汰

が
行
わ
れ
た
。
本
史
料
は
そ
の
時
の
模
様
を
記
し
た
記
録
で
あ
る
。
こ
の
日
の
儀
式
の
進
行
過
程
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
ま
ず
越
中
国
姫
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

～
族
跡
を
石
清
水
八
幡
宮
に
寄
進
す
る
寄
進
状
を
、
将
軍
義
満
の
前
で
恩
賞
頭
人
京
極
高
秀
が
執
事
細
川
頼
之
に
渡
し
た
。
頼
之
は
、
そ
の
後

別
の
場
所
で
施
行
状
に
加
判
し
た
。
こ
の
日
の
夜
八
幡
宮
の
御
師
を
幕
府
に
呼
び
、
寄
進
状
と
施
行
状
を
御
師
に
渡
し
た
。

　
ま
ず
注
目
す
る
べ
き
事
実
は
、
施
行
状
発
給
が
恩
賞
沙
汰
と
完
全
に
同
化
し
て
し
ま
わ
ず
、
「
別
座
」
に
お
い
て
あ
く
ま
で
も
独
立
し
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
は
こ
こ
で
も
あ
ら
た
め
て
審
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
の
審
議
の
前
半
部
分
を
少
な
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

も
一
五
世
紀
後
半
に
は
「
管
領
一
列
伺
事
」
、
あ
る
い
は
「
管
領
所
役
」
と
言
っ
た
。
従
っ
て
、
本
則
に
お
い
て
は
記
述
は
な
い
が
、
当
然

「
別
座
」
で
は
通
常
に
準
じ
た
審
議
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
章
で
考
察
し
た
下
文
を
再
チ
ェ
ッ
ク
す
る
施
行
状
の
相
対
的
独
自
性

は
、
手
続
の
面
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
こ
こ
で
私
が
強
調
し
た
い
の
は
、
寄
進
状
発
給
直
後
に
拝
領
者
の
申
状
提
出
を
経
ず
、
自
動
的
に
施
行
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
事
実

で
あ
る
。
自
動
式
第
二
の
ケ
ー
ス
の
存
在
は
、
本
史
料
か
ら
確
実
に
実
証
で
き
る
。
な
お
、
本
史
料
は
儀
式
史
料
で
特
殊
な
性
質
を
有
す
る
た

め
、
こ
こ
に
見
え
る
施
行
状
の
自
動
発
給
は
儀
式
に
お
け
る
省
略
に
過
ぎ
ず
、
通
常
は
申
請
を
必
要
と
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
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後
述
す
る
よ
う
に
当
該
期
は
施
行
シ
ス
テ
ム
が
充
分
機
能
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
上
に
、
将
軍
の
御
判
始
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
儀
式
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
南
北
朝
後
期
に
お
け
る
最
も
典
型
的
な
発
給
手
続
に
則
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
問
題
な
か
ろ
う
。

　
何
よ
り
、
通
常
に
お
い
て
も
第
二
の
ケ
ー
ス
で
発
給
し
た
と
思
わ
れ
る
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
文
和
元
（
～
三
五
二
）
年
＝
月
一
五

日
、
近
江
国
麻
生
荘
を
祇
園
社
執
行
顕
界
に
造
営
料
所
と
し
て
与
え
る
義
詮
御
判
御
教
書
が
出
さ
れ
た
。
顕
詮
は
同
月
二
〇
日
、
担
当
奉
行
安

威
入
道
に
会
っ
て
こ
の
御
教
書
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
安
威
は
召
命
に
「
麻
生
施
行
、
自
画
引
付
方
　
念
可
レ
成
」
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

「
施
行
状
は
、
引
付
方
か
ら
急
い
で
発
給
し
ま
す
」
と
約
束
し
、
事
実
、
わ
ず
か
二
日
後
の
二
二
日
、
安
威
の
約
束
ど
お
り
御
教
書
施
行
状
が

　
⑲
出
た
。
顕
詮
が
安
威
に
面
会
し
た
と
き
、
顕
詮
が
申
状
を
提
出
し
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。
こ
の
と
き
す
で
に
幕
府
は
施
行
状
発
給
を
内
定
し

て
お
り
、
安
威
は
そ
の
事
実
を
彼
に
伝
え
た
だ
け
で
あ
る
と
考
え
る
。
顕
詮
が
行
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
せ
い
ぜ
い
安
威
に
発
給
の
意
志
を
口

頭
で
確
認
し
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
語
例
は
引
付
頭
人
に
よ
る
御
判
御
教
書
の
施
行
状
の
事
例
で
あ
る
が
、
執
事
施
行
状
に
お
い
て

も
同
様
の
発
給
手
続
が
存
在
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
例
に
窺
え
る
よ
う
に
、
自
動
発
給
方
式
が
存
在
す
る
の
は
、
下
文
と
施
行
状
の
担
当
奉
行
人
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
場
合
が
多
く
、
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

般
に
訴
人
は
普
段
か
ら
奉
行
人
と
密
接
に
連
絡
を
取
っ
て
い
る
事
実
か
ら
も
論
理
的
に
首
肯
で
き
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
下
文
拝
領
者
は
い
ち

い
ち
奉
行
人
に
申
状
を
提
出
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
自
動
式
に
お
い
て
は
、
執
事
施
行
状
発
給
の
場
は
恩
賞
沙
汰
の
後
、
同
日
あ
る
い
は
数
日
後
に
定
期
的
に
も
た
れ
た
。
同
日
付
で
、
異
な
る

下
文
拝
領
者
に
対
し
て
執
事
施
行
状
が
出
さ
れ
た
例
が
散
見
す
る
の
で
（
例
え
ば
、
表
3
・
2
2
、
2
3
、
2
4
）
、
い
く
つ
か
の
案
件
を
ま
と
め
て

処
理
し
て
複
数
の
施
行
状
を
発
給
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
方
式
で
は
、
下
文
拝
領
者
は
守
護
挙
状
や
下
文
の
み
を
提
出

し
た
り
、
あ
る
い
は
口
頭
で
発
給
を
依
頼
す
る
程
度
な
の
で
あ
る
。
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以
上
、
発
給
手
続
が
大
別
し
て
二
種
類
存
在
し
た
事
実
を
論
証
し
た
。
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
申
請
式
・
自
動
式
と
い
う
施
行
状
の
二
つ
の
書
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式
が
そ
れ
ぞ
れ
A
（
申
請
）
・
B
（
自
動
）
の
発
給
手
続
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
。
現
に
、
申
状
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

〔
史
料
四
〕
は
申
請
式
で
あ
る
。
　
方
、
自
動
的
に
発
給
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
、
後
年
代
の
管
領
細
川
心
元
施
行
状
、
先
に
述
べ
た
麻
生
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
関
す
る
義
詮
御
判
御
教
書
施
行
状
、
上
島
氏
が
指
摘
し
た
管
領
細
川
持
之
施
行
状
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
自
動
式
な
の
で
あ
る
。
書
式
の
相
違

は
単
な
る
偶
然
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
以
上
の
事
実
か
ら
私
は
そ
う
と
は
考
え
な
い
。
ま
た
、
も
し
偶
然
で
あ
る
な
ら
性
質
上
、
必
ず
申

状
を
経
て
発
給
さ
れ
る
引
付
頭
人
奉
書
に
も
自
動
式
が
頻
繁
に
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
申
講
式
で
あ
る
。
例
外
の
存

在
を
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
が
、
多
く
の
場
合
は
書
式
と
発
給
手
続
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
推
論
は
許
さ
れ
る
と
思
う
。

　
申
請
式
の
存
在
は
、
原
則
と
し
て
下
文
拝
領
者
が
申
状
を
提
出
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
施
行
状
が
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
施
行
状
は
固
定
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
発
給
手
続
を
分
析
し
て
も
、
一
章
と
同
様
の
結
論

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
だ
が
、
下
文
拝
領
者
と
下
文
摂
当
奉
行
人
の
密
接
な
交
際
な
ど
も
反
映
し
て
、
申
状
提
出
を
省
略
し
て
下
文
や
守
護
挙
状
の
み
で
施
行
状
発

給
の
可
否
が
審
議
さ
れ
る
簡
略
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
自
動
式
第
一
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
、
下
文
に
問
題
が
な

く
、
か
つ
尊
氏
・
執
事
高
師
直
が
下
文
拝
領
者
に
格
別
な
厚
情
を
抱
い
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、
幕
府
の
方
で
あ
ら
か
じ
め
下
文
と
同
時
に
施

行
状
を
作
成
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
出
現
し
た
と
考
え
る
。
自
動
式
第
二
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
表
の
「
書
式
」
欄
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
幽
」
は
申
請
式
、
「
○
漏
は
自
動
式
の
施
行
状
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
～
白
し
て
明
ら
か
で
あ

る
よ
う
に
、
執
事
施
行
状
も
含
む
全
体
的
な
下
文
施
行
状
の
書
式
は
、
初
期
に
は
断
然
申
請
書
が
多
い
。
一
方
で
、
自
動
式
施
行
状
は
建
武
四

（一

O
三
七
）
年
か
ら
出
現
し
、
発
給
数
が
徐
々
に
増
え
、
大
体
暦
応
年
間
（
一
三
三
八
～
；
西
二
）
に
は
両
者
の
発
給
頻
度
が
拮
抗
し
、
そ

の
後
逆
転
し
て
い
る
と
言
え
る
。
細
か
く
見
れ
ば
無
論
直
線
的
な
変
化
で
は
な
い
が
、
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
は
下
文
施
行
状
の
書
式
は
申
請

式
か
ら
自
動
式
へ
漸
次
変
化
し
て
い
る
と
雷
え
よ
う
。
こ
の
現
象
は
、
申
状
に
よ
っ
て
発
給
を
要
請
す
る
ケ
ー
ス
が
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
減

少
し
、
自
動
的
な
発
給
方
式
が
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
師
直
が
発
給
手
続
の
迅
速
化
を
は
か
り
、
か
つ

75 （371）



格
別
な
配
慮
を
加
え
る
武
士
・
寺
社
の
枠
を
年
々
拡
大
し
て
い
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
、
師
直
が
執
事
施
行
状
を
原
則
と

し
て
す
べ
て
の
下
文
に
つ
い
て
発
給
す
る
体
制
、
す
な
わ
ち
「
制
度
」
化
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
も
ま
た
暗
示
す
る
と
思
わ
れ
る
。
断
言
は

控
え
る
が
、
現
存
施
行
状
に
徴
す
る
限
り
、
特
に
暦
応
以
降
は
相
当
強
く
こ
の
よ
う
な
意
志
を
彼
は
有
し
た
と
推
測
す
る
。
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①
な
お
、
中
村
直
勝
魍
日
本
古
文
轡
学
上
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
｝
年
）
六

　
六
八
～
六
六
九
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
二
種
類
の
書
式
の
執
事
施
行
状
の
例
が
紹
介

　
さ
れ
て
お
り
、
氏
は
私
の
言
う
自
動
式
を
「
下
知
状
」
、
申
請
式
を
「
将
軍
御
教

　
書
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
考
え
方
は
無
論
、
現
在
の
古
文
書
学
の
水
準
で
は

　
不
正
確
で
あ
る
。

②
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
自
動
式
に
は
挙
状
・
下
文
の
み
、
あ
る
い
は
内
々

　
の
交
渉
に
よ
る
発
給
方
式
も
含
む
。
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
れ
ら
は
門
自
動
扁
と
い

　
う
概
念
か
ら
は
少
し
外
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
申
状
提
出
に

　
よ
る
発
給
手
続
よ
り
は
、
下
文
拝
領
者
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
少
な
く
、
よ
り

　
幕
府
が
積
極
的
に
下
文
の
実
現
を
援
護
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
発
給
手
続
と
言
え
る

　
で
あ
ろ
う
。
自
動
式
と
は
、
特
に
〔
史
料
九
〕
に
見
る
よ
う
な
最
も
自
動
的
な
手

　
続
を
念
頭
に
お
き
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
に
つ
け
た
呼
称
で
あ
る
こ
と
を
付
雷
し

　
て
お
く
。

③
島
津
明
智
目
安
写
（
薩
藩
旧
記
二
七
所
収
樺
山
文
省
・
㎎
南
予
研
』
四
…
四
七

　
九
～
）
。

④
　
写
（
白
楽
旧
記
二
三
所
収
樺
山
文
書
・
『
南
遺
九
隔
三
－
三
〇
〇
四
）
。

⑤
鎮
西
管
領
今
川
了
俊
挙
状
写
（
薩
藩
旧
記
二
九
所
収
樺
山
文
書
・
『
南
遺
九
臨

　
五
－
五
二
六
八
）
。
な
お
、
『
南
遺
九
輪
は
本
史
料
を
永
和
二
（
一
三
七
六
）
年
発

　
給
と
推
定
す
る
が
、
『
大
日
本
史
料
㎞
は
応
安
八
（
一
三
七
五
）
年
発
給
と
推
定

　
す
る
。

⑥
門
は
じ
め
に
黒
漆
原
註
⑥
詔
旨
著
書
七
五
～
　
四
九
ペ
ー
ジ
。

⑦
門
は
じ
め
に
一
田
代
註
⑥
所
志
論
文
二
〇
ペ
ー
ジ
。

⑧
橘
薩
摩
一
族
申
状
案
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
橘
中
村
文
書
・
『
南
遺
九
臨

　
二
i
一
五
二
六
）
。

⑨
尊
氏
下
文
案
（
膳
前
橘
中
村
文
書
∴
南
遺
九
匝
一
－
五
六
七
）
。

⑩
漆
原
氏
は
、
提
出
先
は
大
隅
守
護
島
津
氏
で
あ
る
と
す
る
（
「
は
じ
め
に
」
註

　
⑥
所
解
同
氏
著
害
八
七
～
八
八
ペ
ー
ジ
）
。
し
か
し
、
こ
の
申
請
の
結
果
出
さ
れ

　
た
執
事
施
行
状
（
〔
史
料
四
〕
）
が
、
鎮
西
管
領
宛
で
あ
る
事
実
な
ど
か
ら
、
申
状

　
の
提
出
先
も
同
じ
く
鎮
酒
管
領
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

⑪
上
島
有
「
南
北
朝
時
代
の
申
状
に
つ
い
て
」
（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古

　
文
書
学
論
集
7
　
中
世
m
　
南
北
朝
終
漁
の
武
家
文
書
臨
吉
川
弘
文
館
、
～
九
八

　
六
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）
一
七
五
～
～
七
六
ペ
ー
ジ
。

⑫
文
保
二
（
一
三
一
八
）
年
＝
旦
聖
霊
鎮
西
御
教
書
（
肥
前
深
堀
家
文
書
・

　
噸
鎌
倉
遺
文
島
第
三
十
五
巻
二
六
八
三
〇
、
二
六
八
三
一
号
）
、
貞
治
六
（
＝
二
六

　
七
）
年
六
月
六
日
付
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
（
長
門
山
内
首
藤
家
文
書
・
噌
南
遺

　
中
四
勧
四
－
三
五
四
〇
）
な
ど
。

⑬
佐
藤
進
丁
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
第
～
巻
鎌
倉
幕
府
法
晦

　
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
）
二
六
一
ペ
ー
ジ
。
本
法
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
隆
之

　
「
六
波
羅
に
お
け
る
裁
許
と
評
定
」
（
『
史
林
』
八
五
一
六
、
二
〇
〇
二
年
）
二
六

　
～
二
七
ペ
ー
ジ
で
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。

⑭
『
群
書
類
従
臨
雑
部
所
収
。
管
見
の
限
り
施
行
状
の
発
給
手
続
を
明
確
に
記
述

　
し
た
記
録
は
、
〔
史
料
九
〕
の
ほ
か
に
は
、
同
じ
く
義
満
御
判
始
の
模
様
を
記
録
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し
た
『
松
賑
貞
秀
筆
記
㎞
（
『
続
群
書
類
従
冗
雑
部
。
こ
れ
と
同
記
録
で
あ
る
欄
松

　
田
丹
後
守
長
秀
記
転
（
欄
立
入
文
書
㎞
京
都
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
影
写

　
本
）
と
校
合
し
た
）
と
、
後
年
の
将
軍
義
材
（
義
穂
）
の
将
軍
宣
下
以
下
の
儀
式

　
の
模
様
を
記
し
た
『
延
徳
二
年
将
軍
宣
下
記
翫
（
噸
続
群
轡
類
従
翫
武
家
部
）
お
よ

　
び
『
蔭
涼
軒
日
録
嚇
延
徳
二
（
一
四
九
〇
）
年
七
月
八
目
条
（
噸
増
補
　
続
史
料

　
大
成
2
4
徳
）
し
か
な
い
。
こ
の
時
の
儀
式
の
進
行
過
程
も
基
本
的
に
は
義
満
の
沙

　
汰
始
の
時
と
同
じ
で
あ
る
。

⑮
京
極
高
秀
が
恩
賞
頭
人
で
あ
る
事
実
に
つ
い
て
は
、
「
は
じ
め
に
」
註
⑤
所
掲

　
小
川
著
書
二
五
〇
ペ
ー
ジ
。
『
花
営
三
代
記
㎞
応
安
五
（
コ
ニ
七
二
）
年
三
月
一

　
二
日
条
。

⑯
こ
の
「
暴
論
」
こ
そ
執
事
施
行
状
の
発
給
機
関
で
、
仁
政
方
で
あ
る
と
私
は
考

　
え
る
。
従
来
の
仁
政
方
に
つ
い
て
の
理
解
は
私
見
と
は
全
く
異
な
る
（
「
は
じ
め

　
に
」
註
①
所
掲
佐
藤
「
宮
制
体
系
」
…
九
四
ぺ
…
ジ
、
門
は
じ
め
に
」
註
②
所
掲

　
山
家
論
文
三
～
五
ぺ
…
ジ
、
「
は
じ
め
に
」
註
③
所
掲
家
永
論
文
四
〇
～
四
五

　
ペ
ー
ジ
、
「
は
じ
め
に
」
註
④
所
掲
岩
元
「
政
務
機
構
」
｝
五
～
一
七
ペ
ー
ジ
な

　
ど
）
。
ま
た
、
山
家
氏
は
執
事
施
行
状
の
発
給
機
関
を
絵
付
方
と
す
る
が
疑
問
で

第
三
章
　
執
事
施
行
状
の
確
立

　
あ
る
（
同
論
文
一
四
ペ
ー
ジ
）
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
る
紙
数
的
余
裕
は
ま
つ

　
た
く
な
い
の
で
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
証
す
る
。

⑰
註
⑭
所
掲
『
将
軍
宣
下
記
』
。

⑱
『
紙
園
執
行
日
記
㎞
正
平
七
（
｝
三
五
二
）
年
＝
月
二
〇
日
条
（
噸
八
坂
神

　
社
記
録
魅
～
（
増
補
　
続
史
料
大
成
4
3
㎞
）
）
。

⑲
『
紙
園
掌
記
撫
御
神
領
部
五
（
『
八
坂
神
社
記
録
臨
三
（
『
増
補
続
史
料
大
成

　
4
5
』
）
四
五
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

⑳
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
上
島
有
「
古
文
書
の
様
式
に
つ
い
て
」
（
『
史
学

　
雑
誌
㎞
九
七
1
＝
、
一
九
八
八
年
）
六
九
～
七
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

⑳
例
え
ば
、
『
東
寺
学
衆
方
評
定
引
付
』
貞
和
四
（
；
西
八
）
年
～
二
月
一
七

　
日
条
（
東
寺
百
合
文
書
ム
函
二
〇
号
）
に
は
、
学
雪
冤
評
定
に
お
い
て
幕
府
奉
行

　
人
に
贈
与
す
る
「
歳
末
引
物
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
註
⑭
所
掲
『
将
軍
宣
下
記
脳
所
収
。

⑳
　
註
⑪
。
こ
の
管
領
施
行
状
は
、
東
寺
文
書
六
芸
之
部
数
｝
○
お
よ
び
東
寺
百
合

　
文
書
せ
武
家
御
教
誉
幡
鎌
七
二
。
な
お
、
義
満
の
恩
賞
沙
汰
始
の
時
に
発
給
さ
れ

　
た
執
事
頼
之
施
行
状
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。

　
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
が
「
制
度
」
と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
時
期
は
い
つ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
観
応
元
（
；
一
五
〇
）
年
＝
一
月
二
三
日
付

の
師
直
施
行
状
写
（
表
－
・
6
6
）
を
最
後
と
し
て
、
彼
が
観
応
の
擾
乱
で
敗
死
し
た
こ
と
に
よ
り
下
文
施
行
状
は
約
一
年
に
わ
た
っ
て
消
滅
す

①
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
観
応
二
（
；
孟
～
）
年
一
一
月
か
ら
、
幕
府
は
尊
氏
・
義
詮
が
そ
れ
ぞ
れ
東
国
・
西
国
を
分
割
統
治
す
る
体
制
に
入
り
、
東
国
に
お
い
て

は
仁
木
露
礁
の
執
事
就
任
に
伴
っ
て
、
下
文
施
行
が
復
活
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
以
下
に
述
べ
る
二
つ
の
事
実
が
下
文
施
行
権
確
立
の
時
期
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を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
〔
史
料
一
〇
〕

　
　
　
一
　
合
戦
餐
事

　
　
帯
二
御
下
文
施
行
一
意
、
申
請
レ
相
綴
待
使
節
熱
冷
…
之
処
、
恣
乱
離
入
所
夕
之
間
、
本
主
僧
二
支
申
↓
多
及
二
合
戦
一
之
由
、
有
二
其
聞
納
穿
下
レ
可
レ
然
、
自
今

　
　
以
後
者
、
不
レ
論
二
理
非
哨
至
二
故
親
之
輩
｝
者
、
悉
可
レ
収
二
公
所
帯
納
亦
於
二
防
戦
之
仁
皿
者
、
可
レ
被
レ
分
調
召
所
領
半
分
↓
但
非
二
領
主
｝
者
、
可
レ
准
赦
戦
一

　
　
　
③

　
　
也
　
、

　
分
割
統
治
開
始
の
約
一
年
後
の
観
応
三
（
一
三
五
二
）
年
九
月
一
八
日
に
制
定
さ
れ
た
追
加
法
第
六
〇
条
で
あ
る
。
内
容
は
、
武
士
が
下
文

施
行
状
を
所
持
し
な
が
ら
守
上
等
に
よ
る
遵
行
を
待
た
ず
に
自
力
で
恩
賞
地
に
乱
入
し
て
本
主
と
交
戦
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
故
習
防
戦
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
規
定
し
た
法
令
で
あ
る
。

　
本
法
は
、
管
見
の
限
り
で
下
文
施
行
状
に
つ
い
て
明
言
し
、
そ
の
存
在
を
認
知
し
て
い
る
最
初
の
法
令
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
少
な
く
と

も
本
法
が
制
定
さ
れ
た
観
応
三
年
九
月
ま
で
に
は
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
は
原
則
化
し
て
い
た
と
ま
ず
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
こ
の
時
期
西
国
に
出
さ
れ
た
義
詮
の
下
文
や
御
判
御
教
書
に
は
当
初
施
行
状
が
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
表
3
に
明
ら
か

な
よ
う
に
本
法
制
定
後
に
引
付
頭
入
に
よ
る
施
行
状
が
大
量
に
出
現
す
る
事
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
師
直
思
死
以
来
、
約
一
年
一
〇
ヶ

月
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
西
国
に
は
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
観
応
三
年
九
月
の
時
点
で
西
門
で
も
そ
れ
が
復

活
し
、
そ
れ
は
六
〇
条
制
定
を
契
機
と
し
て
い
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
第
～
・
第
二
の
二
つ
の
事
実
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
六
〇
条
は
西
国
に
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
を
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
今
後
下
文
発

給
後
に
は
原
則
と
し
て
施
行
状
を
発
給
す
る
こ
と
を
暗
に
宣
言
し
、
そ
の
代
わ
り
、
主
と
し
て
武
士
に
自
力
救
済
を
厳
禁
し
、
施
行
状
の
遵
守

を
強
く
求
め
た
法
令
で
あ
っ
た
と
奪
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
観
応
三
年
九
月
に
至
っ
て
初
め
て
幕
府
は
下
文
施
行
状
を
「
制
度
」
と
し
て
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

承
認
し
た
と
推
測
す
る
。
実
際
、
本
法
制
定
以
降
は
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
は
ほ
ぼ
断
絶
す
る
こ
と
な
く
続
く
の
で
あ
る
。
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六
〇
条
制
定
に
よ
っ
て
幕
府
自
ら
が
下
文
施
行
状
の
発
給
を
原
則
化
し
た
た
め
、
こ
れ
以
降
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
下
文
に
自
動
的
に
施

行
状
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
実
際
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
特
に
西
国
の
下
文
施
行
状
で
は
、
下
直
末
期
に
す
で
に
顕
著
に
見
ら

れ
た
自
動
式
の
優
勢
が
決
定
的
と
な
る
。
た
だ
、
後
年
代
に
お
い
て
も
申
請
式
が
減
少
し
な
が
ら
も
残
存
し
て
い
る
の
は
、
下
文
拝
領
者
の
施

行
状
再
発
給
等
異
議
申
し
立
て
の
手
続
と
し
て
残
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
六
〇
条
制
定
以
降
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て

は
下
文
施
行
状
を
発
給
し
な
か
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
明
徳
年
間
に
至
っ
て
も
守
護
が
下
文
を
直
接
運
行
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
事
例
の
存
在
に
よ
っ
て
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
施
行
状
発
給
は
あ
く
ま
で
も
原
則
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
法
で
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
あ
く
ま
で
も
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
の
権
限
を
執
事
だ
け
が
行
使
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
　
章
で
述
べ
た
よ
う
に
将
軍
や
引
付
頭
人
も
、
時
に
下
文
施
行
権
を
執
事
か
ら
奪
取
し
て
自
ら
行
使
し
よ
う
と
す
る
意
向
を
示
す

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
執
事
が
下
文
施
行
権
を
最
終
的
に
完
全
に
掌
握
し
た
の
は
細
川
頼
之
期
以
降
で
あ
る
。
執
事
が
そ
の
地
位
の
安
定
に
伴
っ
て
、
将
軍
発
給
文

書
の
う
ち
で
最
も
重
要
で
あ
る
下
文
の
施
行
権
を
独
占
し
得
た
事
実
は
、
当
然
御
判
御
教
書
や
御
内
書
と
い
っ
た
下
文
以
外
の
将
軍
発
給
文
書

の
施
行
権
を
も
掌
握
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
残
存
す
る
下
文
施
行
状
以
外
の
執
事
施
行
状
か
ら
も
、
そ
れ
を
裏
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
執
事
頼
下
期
に
、
執
事
施
行
状
が
最
終
的
に
慣
習
化
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
頼
之
を
後
継
し
た
斯
波
義
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

期
か
ら
執
事
が
管
領
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
定
着
す
る
の
で
、
執
事
施
行
状
も
ま
た
管
領
施
行
状
と
い
う
名
称
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
が
。

　
以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
擾
乱
ま
で
は
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
師
直
が
既
成
事
実
の
積
み
重
ね
で
執
事
施
行
状
の
確
立
を
目
指
し
て
い

た
時
期
、
擾
乱
以
後
は
下
文
施
行
権
の
存
在
が
幕
府
に
よ
っ
て
事
後
承
諾
的
に
認
知
さ
れ
た
も
の
の
施
行
状
発
給
者
が
｝
元
化
し
な
か
っ
た
時

期
、
執
事
頼
今
期
に
お
い
て
そ
の
権
限
が
最
終
的
に
執
事
に
一
元
化
し
て
執
事
施
行
状
が
す
べ
て
の
将
軍
発
給
文
書
を
施
行
す
る
も
の
と
し
て

「
制
度
扁
化
し
た
時
期
と
大
別
し
て
三
期
に
分
け
ら
れ
る
と
書
え
る
。

　
な
お
、
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
擾
乱
以
降
、
文
和
元
（
一
三
五
二
）
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
下
文
施
行
状
の
発
給
数
は
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
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⑨

る
が
、
下
文
施
行
状
以
外
の
執
事
・
管
領
施
行
状
全
体
の
発
給
数
も
含
め
れ
ば
、
施
行
シ
ス
テ
ム
が
衰
退
し
た
と
は
全
く
言
え
な
い
。
至
徳
二

（一

O
八
五
）
年
頃
か
ら
は
、
以
前
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
安
堵
御
判
御
教
書
の
施
行
が
出
現
し
た
。
安
堵
施
行
も
応
永
一
〇
年
代
（
一
四

〇
四
～
一
四
；
一
）
に
衰
退
す
る
が
、
代
わ
っ
て
守
護
不
入
化
・
段
銭
免
除
と
い
っ
た
特
権
を
与
え
る
御
判
御
教
書
の
施
行
状
が
主
流
と
な
る
。

従
っ
て
、
執
事
施
行
状
の
「
制
度
」
的
確
立
を
頼
三
期
で
あ
る
と
す
る
私
見
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
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①
　
表
1
・
6
7
の
、
義
詮
に
よ
る
算
氏
寄
進
状
・
直
義
寄
進
状
の
施
行
は
例
外
と
考

　
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

②
小
要
博
「
発
給
文
書
よ
町
み
た
る
足
利
義
詮
の
地
位
と
権
限
鳳
（
『
法
制
史
学
蝕

　
二
八
、
一
九
七
六
年
）
四
一
～
四
五
ペ
ー
ジ
。

③
佐
藤
進
丁
池
内
義
資
編
『
中
世
雲
海
史
料
帝
廟
二
巻
室
町
幕
府
法
』

　
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
三
一
ペ
ー
ジ
、
以
下
『
法
制
史
料
集
』
三
～
ペ
ー

　
ジ
の
よ
う
に
記
す
）
。
本
法
に
関
し
て
は
、
羽
下
徳
彦
「
故
戦
防
戦
を
め
ぐ
っ
て

　
1
中
世
的
法
秩
序
に
関
す
る
一
素
描
1
」
（
『
論
集
　
中
世
の
窓
』
吉
川
弘
文

　
館
、
一
九
七
七
年
所
収
）
一
一
八
～
一
一
九
ペ
ー
ジ
、
新
田
～
郎
「
「
由
緒
扁
と

　
「
施
行
」
－
「
将
軍
親
裁
」
の
構
造
と
基
盤
」
（
勝
又
鎮
夫
編
隅
中
世
人
の
生

　
活
琶
界
』
田
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
所
収
）
一
六
ぺ
…
ジ
で
も
論
じ
ら
れ
て
い

　
る
。

④
　
本
法
は
、
下
文
の
み
所
持
し
て
施
行
状
を
所
持
し
て
い
な
い
者
に
関
し
て
は
特

　
に
規
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
法
も
含
め
て
、
擾
乱
前
後
の
幕
府
が
故
戦

　
防
戦
に
関
す
る
追
加
法
を
い
く
つ
か
幽
し
、
訴
訟
当
事
者
の
自
力
救
済
を
厳
し
く

　
禁
止
す
る
方
向
で
政
策
を
進
め
て
い
る
事
実
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
（
羽
下
註
③
所

　
掲
論
文
一
一
八
～
一
二
〇
ペ
ー
ジ
）
、
自
力
救
済
に
よ
る
下
文
の
実
現
は
、
施
行

　
状
に
お
け
る
場
合
と
同
様
に
違
法
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
論
理
的
に
明
白
で
な
い

　
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
下
文
し
か
有
し
て
い
な
い
輩
の
場
合
は
、
ま
ず
は
施
行
状

　
を
獲
得
し
、
そ
の
上
で
守
護
・
使
節
に
施
行
状
に
基
づ
く
遵
行
を
依
頼
す
る
べ
き

　
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑤
私
の
こ
の
理
解
は
、
追
加
六
〇
条
が
下
文
施
行
権
の
確
立
を
明
確
に
表
現
し
て

　
い
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
理
由
は
、
本
法
が
師
直
・
頼
章
等
に
よ
る
大

　
漿
の
下
文
施
行
状
発
給
と
い
う
既
成
事
実
を
「
黙
認
」
す
る
と
い
う
側
面
が
強
か

　
つ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
現
実
と
し
て
は
、
下
文
施
行
状
は
広
く
認

　
知
さ
れ
た
文
書
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
確
立
を
明
言
す
る
の
も
は
ば
か
ら
れ
た
の

　
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

⑥
第
一
章
註
⑤
宝
引
史
料
。

⑦
た
だ
し
、
管
領
交
代
期
に
は
将
軍
が
施
行
状
発
給
を
代
行
し
た
（
表
4
・
1
3
、

　
1
4
、
4
1
、
4
4
）
。
小
川
註
⑤
所
掲
著
書
四
七
〇
～
四
七
～
ペ
ー
ジ
な
ど
も
参
照
さ

　
れ
た
い
。

⑧
薫
製
　
裕
「
室
町
幕
府
開
創
期
に
お
け
る
執
事
と
管
領
」
（
津
田
秀
夫
先
生
古

　
稀
記
念
『
封
建
社
会
と
近
代
協
同
朋
舎
、
一
九
八
九
年
）
。

⑨
「
は
じ
め
に
」
註
⑤
所
望
小
川
著
書
所
載
の
、
執
事
・
管
領
発
給
文
書
の
諸
表

　
も
参
照
さ
れ
た
い
。



第
四
章
　
執
事
施
行
状
出
現
・
確
立
の
理
由

室町幕府執事施行状の形成と展開（亀田）

　
南
北
朝
期
に
突
如
執
事
施
行
状
が
出
現
し
、
定
着
し
た
理
由
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
代
鎌
倉
幕
府
の
場
合
、
第
三
者
に
強
制
執
行
を
命
じ
る
室
町
幕
府
的
な
意
味
で
の
施
行
は
、
後
期
に
き
わ
め
て
例
外
的
に
し
か
見
ら
れ
な

い
。
鎌
倉
幕
府
の
施
行
状
は
、
通
常
当
事
者
宛
に
発
給
さ
れ
、
拝
領
者
の
自
力
救
済
を
幕
府
の
権
威
で
補
完
す
る
存
在
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
は
執
行
力
は
な
か
っ
た
。
充
行
・
安
堵
下
文
や
寄
進
状
を
拝
領
し
た
武
士
・
寺
社
は
、
実
力
で
恩
賞
地
・
安
堵
地
や
寄
進
地
を
占
領
・
領
有

　
　
　
　
　
　
　
②

す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
南
北
朝
期
に
入
っ
て
も
、
そ
う
し
た
者
は
か
な
り
存
在
し
た
ら
し
い
。
三
章
で
触
れ
た
〔
史
料
～
○
〕
の
追
加
法
第
六

〇
条
か
ら
は
、
観
応
の
擾
乱
期
に
お
い
て
も
単
独
で
恩
賞
地
に
武
力
侵
攻
す
る
者
が
相
当
数
存
在
し
た
状
況
が
窺
え
る
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、
当
時
す
で
に
自
力
救
済
で
は
領
有
が
不
可
能
な
武
士
・
寺
社
が
多
数
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
ま
ず
は
守
護

（
時
に
探
題
・
使
盈
即
）
に
対
し
、
鎌
倉
後
期
以
来
徐
々
に
整
備
さ
れ
、
従
来
は
主
と
し
て
悪
党
等
に
よ
る
押
領
・
濫
妨
停
止
に
用
い
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

遵
行
シ
ス
テ
ム
を
、
下
文
の
実
現
の
た
め
に
発
動
す
る
よ
う
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
守
護
が
依
頼
に
応
じ
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、

多
く
の
場
合
で
は
守
護
は
下
文
の
み
で
は
容
易
に
遵
行
を
行
お
う
と
し
な
か
っ
た
と
私
は
推
測
す
る
。

　
そ
の
理
由
は
、
守
護
の
緩
怠
も
あ
る
が
、
下
文
自
身
に
問
題
を
は
ら
む
も
の
が
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
挙
兵
以
後
、
き
わ
め

て
多
数
の
武
士
・
寺
社
が
恩
賞
・
寄
進
を
求
め
て
尊
氏
に
殺
到
し
た
。
行
軍
中
の
尊
氏
は
、
大
し
た
調
査
を
行
え
ず
、
彼
ら
の
要
求
す
る
所
領

名
を
記
し
た
下
文
を
乱
発
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
平
時
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
恩
賞
地
の
選
定
は
守
護
の
作
成
・
提
出
す
る
闘
争
注
文
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
営
所
注
文
が
「
楚
忽
」
、
す
な
わ
ち
誤
っ
て
い
る
場
合
が
多
々
あ
っ
た
た
め
、
適
正
で
な
い
下
文
の

　
　
　
　
　
　
⑤

発
給
が
頻
発
し
た
。
幕
府
自
身
、
「
丁
年
擾
乱
之
間
、
任
二
勇
士
之
懇
望
細
長
レ
及
二
糺
決
哨
補
任
之
條
、
不
慮
之
儀
也
」
と
大
し
て
調
査
も
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

要
求
ど
お
り
に
恩
賞
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
当
然
に
せ
の
下
文
も
に
せ
論
旨
と
同
様
に
横
行
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
か
る
状
況
で
は
、
た
と
え
守
護
が
遵
行
を
行
っ
た
と
し
て
も
押
領
と
訴
え
ら
れ
、
引
付
頭
人
等
か
ら
停
止
命
令
を
出
さ
れ
る
な
ど
、
不
利
な

8ユ （377）



立
場
に
置
か
れ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
下
文
拝
領
者
は
下
文
の
正
当
性
を
保
証
し
、
か
つ
守
護
に
暴
行
を
強
く
命
令
す
る
内
容
の
幕
府
文
書
の
発
給
を
、
将
軍
の
執
事
で

あ
っ
た
師
直
に
申
請
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
建
武
政
権
期
の
師
直
は
、
足
利
家
領
の
寄
進
地
に
お
い
て
す
で
に
そ
の
原
型
を
発
給
し

　
　
　
⑧

て
い
た
が
、
挙
兵
後
、
書
止
文
言
を
鎌
倉
期
の
足
利
家
の
執
事
奉
書
の
「
伍
執
達
如
レ
件
」
か
ら
「
依
レ
仰
執
達
如
レ
件
」
に
変
更
す
る
な
ど
、

様
式
も
前
代
の
関
東
御
教
書
と
同
一
に
し
、
申
請
に
応
じ
て
恩
賞
地
の
下
地
沙
汰
付
命
令
の
大
量
発
給
を
開
始
し
た
。
か
く
し
て
執
事
施
行
状

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
自
力
で
は
恩
賞
地
・
奇
島
地
を
支
配
で
き
な
い
武
士
・
寺
社
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
、
何
よ
り
内
乱
に
よ
る
混
乱
の

た
め
に
問
題
の
あ
る
下
文
を
大
量
に
発
給
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
執
事
施
行
状
出
現
の
理
由
で
あ
る
。
一
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
下

文
の
整
理
・
補
完
、
そ
し
て
下
文
の
内
容
を
物
理
的
強
制
力
を
も
っ
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、
執
事
施
行
状
の
機
能
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
自
動
式
施
行
状
の
増
加
か
ら
、
師
直
は
執
事
施
行
状
の
「
制
度
」
化
を
目
指
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
目
標
を
達
成
し
つ
つ

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
依
然
初
期
に
お
い
て
は
施
行
状
は
完
全
に
は
「
制
度
」
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

た
と
え
ば
初
期
に
お
い
て
は
申
請
式
が
主
流
で
あ
っ
た
し
、
観
応
の
擾
乱
に
お
い
て
師
直
が
敗
死
し
た
後
、
約
一
年
に
も
わ
た
っ
て
中
絶
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
幕
早
々
下
文
に
執
事
施
行
状
が
大
量
に
発
給
さ
れ
た
意
義
は
高
く
評
価
す
る
べ
き
で
あ
る
。
観
応
の
擾

乱
以
前
は
、
鎌
倉
幕
府
的
建
前
が
室
町
幕
府
独
自
の
新
政
策
と
相
克
し
、
現
実
の
問
題
を
背
景
と
し
て
駆
逐
さ
れ
て
い
く
過
程
だ
っ
た
の
で
あ

る
。　

執
事
施
行
状
の
執
行
力
は
、
引
付
頭
人
奉
書
と
比
較
す
る
と
相
対
的
に
強
力
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
守
護
が
自
ら
の
利
害
に
反
す
る
引
付
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

人
奉
書
を
無
視
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
学
の
指
摘
が
あ
る
。
丸
し
て
、
執
事
施
行
状
を
遵
守
す
る
こ
と
は
、
重
患
武

士
・
親
幕
寺
社
に
新
た
な
権
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の
幕
府
、
ひ
い
て
は
守
護
に
対
す
る
求
心
力
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
役
立
つ

の
で
、
守
護
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
被
宮
人
が
恩
賞
地
を
占
有
し
て
い
た
場
合
な
ど
に
は
、
守
護
も
下
文
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
緩
怠
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
大
筋
に
お
い
て
は
守
護
は
執
事
施
行
状
の
方
を
よ
り
遵
守
し
た
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
～
章
で
指
摘
し
た
再
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発
給
型
の
専
行
命
令
は
、
引
付
頭
人
奉
書
の
方
が
執
事
施
行
状
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
残
存
し
て
い
る
。
再
発
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
回
数
だ
け
命
令
が
貫
徹
し
な
か
っ
た
事
実
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
実
は
執
事
施
行
状
の
執
行
力
が
引
付
頭
人
奉
書
の

そ
れ
よ
り
も
相
対
的
に
強
か
っ
た
こ
と
を
実
証
的
に
示
す
傍
証
で
あ
ろ
う
。

　
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
下
文
施
行
状
は
観
応
三
（
；
塩
魚
）
年
に
確
立
し
、
発
給
手
続
も
自
動
式
が
主
流
と
な
り
、
頼
短
期
に
入
っ
て

施
行
者
が
執
事
に
＝
兀
化
し
、
執
事
施
行
状
が
確
立
し
た
。
こ
の
理
由
は
、
本
章
で
論
じ
た
よ
う
に
施
行
シ
ス
テ
ム
が
下
文
や
御
教
書
拝
領
者

に
と
っ
て
現
実
的
に
非
常
に
有
効
な
制
度
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
室
町
期
に
入
っ
て
も
、
幕
府
の
誤
っ
た
判
断
は
や
は
り
～
定
度
の
割
合
で
存

在
し
、
そ
の
整
理
は
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
執
事
施
行
状
は
管
領
施
行
状
と
そ
の
名
を
変
え
て
、
施
行
す
る
対
象
で
あ
る
将
軍
発
給
文

書
を
下
文
か
ら
安
堵
・
御
判
へ
と
変
化
さ
せ
な
が
ら
存
続
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
の
最
後
に
、
建
武
政
権
の
論
旨
施
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
。
森
茂
五
輪
に
よ
れ
ば
、
建
武
元
（
一
三
三
四
）
年
三
月

は
じ
め
頃
、
論
旨
を
所
持
し
て
い
て
も
雑
訴
決
断
所
牒
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
下
地
を
興
行
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
圏
司
・
守
護
に
命
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

法
が
雑
訴
決
断
所
か
ら
出
さ
れ
、
こ
れ
以
降
鍮
旨
は
決
断
所
牒
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
室
町
幕
府
の
下
文
施
行
に
酷
似
し

て
い
る
。
執
事
施
行
状
は
建
武
政
権
の
論
旨
施
行
を
参
考
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
施
行
状
シ
ス
テ
ム
は
、
南
北
朝

期
の
利
益
分
配
の
貫
徹
に
は
そ
れ
だ
け
有
効
で
、
ほ
か
に
選
択
の
余
地
の
な
い
制
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
ま
た
、
鎌
倉
期
の
足
利
家
の
執
事
奉
書
は
南
北
朝
期
以
降
の
そ
れ
と
は
書
式
・

　
内
容
と
も
に
全
く
異
な
る
（
上
島
有
「
折
紙
の
足
利
尊
氏
袖
判
文
書
に
つ
い
て
扁

　
（
同
『
足
利
尊
氏
文
書
の
総
合
的
研
究
　
本
文
編
臨
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
｝
年

　
所
収
、
初
禺
一
九
八
七
年
）
。

②
例
え
ば
川
合
康
「
鎌
倉
幕
府
荘
郷
地
頭
職
の
展
開
に
関
す
る
一
考
察
」
（
開
日
本

　
史
研
究
恥
二
七
二
、
一
九
八
五
年
）
。
山
本
博
也
「
頼
朝
と
本
領
安
堵
」
（
石
井
進

　
編
『
都
と
翻
の
中
世
史
謡
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
所
収
）
二
一
〇
～
一
＝
八

　
ぺ
…
ジ
な
ど
。

③
暴
行
制
度
の
沿
草
に
つ
い
て
は
、
外
岡
慎
一
郎
「
六
波
羅
探
題
と
西
国
守
護

　
一
〈
両
使
〉
を
め
ぐ
っ
て
1
扁
（
噸
田
本
史
研
究
』
二
六
八
、
一
九
八
四
年
）
、

　
同
門
鎌
倉
末
～
南
北
朝
期
の
守
護
と
國
人
…
一
「
六
波
羅
－
両
使
制
」
再
論
」

　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
臨
　
一
三
三
、
一
九
九
一
年
間
、
同
門
使
節
遵
行
と
在
地
社
会
」

　
（
明
歴
史
学
研
究
幅
六
九
〇
、
　
｝
九
九
六
年
）
、
古
澤
直
人
『
鎌
倉
幕
府
と
中
世
国

　
家
輪
（
校
倉
書
房
、
一
九
九
～
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）
一
八
○
一
二
五
ニ
ペ
…
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ジ
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
　
第
一
章
註
④
所
引
史
料
な
ど
。

⑤
「
は
じ
め
に
」
註
⑥
所
掲
闘
代
論
文
。
同
様
の
指
摘
を
永
井
英
治
氏
も
し
て
い

　
る
（
第
一
章
註
⑩
所
掲
論
文
八
二
～
八
四
ペ
ー
ジ
）
。

⑥
室
町
幕
府
追
加
法
主
七
九
条
（
『
法
鋼
史
料
集
』
三
八
ペ
ー
ジ
）
。

⑦
建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
七
月
二
三
日
付
引
付
頭
人
高
師
直
路
書
案
（
加
賀
前

　
田
家
所
蔵
文
書
・
闘
南
遺
九
臨
一
一
九
九
六
）
な
ど
は
、
そ
の
実
例
で
あ
る
可
能

　
性
が
高
い
。

⑧
建
武
二
（
＝
一
一
三
五
）
年
五
月
七
日
付
執
事
奉
書
（
山
城
東
文
書
幽
南
遺
九
輪

　
一
…
二
五
二
）
。

⑨
小
川
信
「
南
北
朝
内
乱
」
（
岩
波
講
座
㎎
日
本
歴
史
6
中
枇
2
隔
、
｝
九
七
八

　
年
）
｝
〇
三
～
一
〇
四
ペ
ー
ジ
な
ど
、
多
数
の
先
学
が
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

⑩
具
体
例
は
例
え
ば
、
康
永
四
（
一
三
四
五
）
年
六
月
日
付
内
藤
教
泰
牢
状
案

　
（
長
門
内
藤
家
文
書
・
魍
南
暑
中
四
輪
一
一
－
一
四
一
五
）
。

⑪
急
潮
暁
「
建
武
政
権
偏
（
同
噸
南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
娠
文
献
出
版
、

　
い
九
八
四
年
、
初
出
皿
九
七
九
年
）
七
一
～
七
王
・
八
二
～
八
王
ペ
ー
ジ
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
執
事
施
行
状
は
、
充
行
下
文
な
ど
の
将
軍
発
給
文
書
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
実
効
を
強
力
に
命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
幕
府
の
低
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

行
政
能
力
を
補
強
し
た
。
そ
の
効
力
は
無
論
万
能
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
武
士
・
寺
社
の
恩
賞
要
求
を
相
当
程
度
満
た
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
確
実
に
雷
え
る
。
幕
府
は
武
士
・
寺
社
に
対
す
る
恩
賞
・
寄
進
を
こ
う
し
た
形
で
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
最
後
に
、
師
直
の
執
事
施
行
状
が
南
北
朝
初
期
室
町
幕
府
の
権
力
構
造
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
大
ま
か
な
見
通
し
を
述

べ
て
欄
饗
し
た
い
。
彼
の
施
行
状
発
給
に
よ
っ
て
恩
賞
充
行
を
担
当
す
る
尊
氏
一
著
直
ラ
イ
ン
の
比
重
が
高
ま
り
、
特
に
師
直
の
権
力
が
増

大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
の
安
堵
・
裁
許
を
担
当
す
る
直
義
一
引
付
ラ
イ
ン
と
の
軋
礫
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
直
義
は
執
事
師
直

の
過
大
な
権
力
強
化
を
当
然
快
く
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
直
義
下
知
状
や
安
堵
下
文
に
原
則
と
し
て
施
行
状
が
つ
か
な
い
事
実
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
②

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
以
来
の
伝
統
的
政
策
を
維
持
す
る
彼
と
し
て
は
、
政
策
面
か
ら
も
前
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
執
事
施
行
状
発
給
は

異
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
引
付
方
と
同
様
な
諸
行
命
令
を
発
給
す
る
存
在
が
幕
府
内
に
出
現
し
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
擾

乱
以
降
引
付
頭
人
も
下
文
施
行
状
を
発
給
し
た
例
に
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
期
的
に
見
れ
ば
執
事
・
引
付
頭
人
両
者
の
権
限
の
重
複
を



も
た
ら
し
、
こ
の
点
も
直
義
は
問
題
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
施
行
状
発
給
を
め
ぐ
る
直
義
・
師
直
両
者
の
政
策
の
相
違
が
観
応
の
擾
乱
の
大

き
な
原
因
と
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
詳
細
な
論
証
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

①
例
え
ば
、
第
一
章
註
⑧
所
引
史
料
で
は
、
下
文
・
執
事
施
行
状
を
証
文
と
し
て

　
提
幽
し
た
野
望
が
敗
訴
し
て
い
る
。

②
　
第
一
章
註
①
所
掲
上
島
論
文
六
原
～
六
五
、
六
八
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
表
2
に

　
明
ら
か
な
よ
う
に
直
義
下
文
に
施
行
状
が
つ
く
場
合
も
ま
れ
に
存
恥
し
た
。

　
　
　
　
（
京
都
大
学
研
修
員
京

）
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　　The　Formation　and　Development　of　Shitsu7’i－shigyo7’o

during　the　Muromachi　Shogunate：　With　Special　Emphasis

　　　on　the　Analysis　of　the　Kudashibumi－shigyo　System

by

KAMEDA　Toshitaka

　　Although　research　into　the　rewards－policy　of　the　Muromachi　shogunate　in　the

early　Nambol〈ucho　period　does　not　appear　to　have　progressed　greatly　when

compared　to　the　study　of　the　judiciary　system　of　the　same　period，　it　is　necessary

to　further　develop　such　research　to　gain　an　understanding　of　the　political　history　of

the　period　because　the　rewards－policy　was　the　most　importan£　authority　exercised

by　the　shogun将軍．　This　study　ana玉yzes　the　document　cal至ed　shitsuj’∫一s勉gy（りb

執事施そテ1犬as　a　key　to　fUrther　analysis．

　　The　shoguns　of　the　early　Nambokucho　period　issued　documents　of　a　type

known　as　lludashibumi下文，　granting　new　feudal　estates　to　the　samurai　who　had

contributed　to　the　shogunate　militarily．　ln　a　like　manner，　documents　known　as

kishinjo寄進状were　issued　to　temples　and　shr｛nes　that　had　conducted　prayer

ceremonies　on　behalf　of　the　shogunate，　The　leudashibumi－shigy（ijo下文施行状

was　a　document　issued　after　a　kudashibumi　had　been　issued，　and　used　the　phrase

任御下文，mea血lg“in　conformance　with　the　contents　of　kudashibumi．”These

kudashibumi－shigy（）jo　were　issued　to　the　sh㎎o守護and　ordered　his　compliance，

」πmgyo壮行，which　in　this　case　meant　banishing　those　who　were　occupy血g　a

reward－esta£e　illegally　and　conveying　the　estate　to　the　recipient　of　the

kudashibumi．

　　The　pos宅of　5ん爵梶が執事，　which　was　the　first　pos亡occupied　by　K：o　no　Moronao，

was　to　assist　the　shogun，　and　the　occupant　chiefiy　issued　this　type　of　document，

which　was　thus　called　a　shitsuji－shigyojo．　The　shitsuji－shigyojo　had　important

functions　that　kudashiburni　alone　lacked．　They　not　or｝ly　ordered　the　shugo　to

comply，　as　noted　above，　but　also　inspected　the　contents　of　kudashibumis　and

selected　them　properly．　Therefore，　the　shitsuji－shigyojo　was　not　a　mere

appendage　to　kudashibumi　as　has　been　supposed　by　earlier　scholars．　ln　the

beginning，　a　system　in　which　those　who　received　a　kudashibumi　submitted　a

pet圭tion　to　the　shogunate　in　order　to　acquire　the　shigyOjo施行状was　empioyed

（knowR　as　the　application　method）．　ln　special　cases，　the　document　might　be
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issued　automatically　absent　a　petition　（known　as　the　automatic　method）．　There

are　two　kinds　of　wording　used　in　shigyojo，　corresponding　to　the　dfierence　of　the

two　types　of　issuance．　As　years　passed，　the　percentage　issued　by　the　automatic

rnethod　increased　gradually．　The　autornatic　method　became　the　principal　type

after　the加rbulence　of　the　Ka㎜o観応era，　in　which　shogun　Ashikaga　Takauji

fought　against　his　younger　brother　Tadayoshi．

　　It　is　thought　that　the　change　in　the　issuance　system　indicates　that　the　system　in

which　shitsuji－shigyojo　were　at　first　issued　irregularly　had　been　institutionalized．

The　existence　of　the　kudashibumi－shigyojo　was　confirmed　by　the　60£h　article　of

the　supplement　to　Muromachi　shogunate’s　laws　enacted　in　September　1352．

Thereafter，　the　hileitsuleetonin引付頭人and　the　shogun　also　began　to　issue

shigyojo；　and　along　with　shitsuji，　the　three　officials　began　to　compete　over　the

ri’№?ｔ　to　issue　the　shigyojo．　The　right　was　restored　to　the　hands　of　the　shitsuji

dur血g　the　te㎜of　the　shits則’i　Hosokawa　Yoriyuki，　who魚鱒established　the

shitsuji－shigyojo　system．

　　A　document　similar　to　the　shitsuji－shigyojo　did　not　exist　in　the　Kamakura　period．

A　wayrior　who　was　issued　a　kudashibumi　at　that　time　would　have　had　to　occupy

the　land　awarded　him　by　force　of　arms．　The　reason　for　the　appeayance　of　the

shitsuji－shigyojo　in　the　Nambokucho　period　is　due　to　the　fact　that　during　the

confusion　of　early　stage　of　the　civE　war，　many　inappropriate　1〈udashibumi，　which

confliscated　lands　of　allies　and　rewarded　them　to　others，　were　issued，　and　there

was　a　sharp　decrease　in　the　number　of　grantees　who　could　effectively　occupy　their

reward－estates．　Thus　it　is　thought　that　it　became　necessary　for　power　of　the

shogunate　be　used　to　reinforce　the　kudashibumi．　By　issuing　the　shitsuji－shigyojo，

the　shogunate　implemented　a　rewayds－policy，　benefited　samurai　allies，　and

achieved　victory　in　the　civil　war　of　the　Nambokucho　period．
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